
こ
れ
か
ら
も
東
松
島
市
を
住
み
良
い
街
に�

こ
れ
か
ら
も
東
松
島
市
を
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良
い
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恵�

愛�

快�

応�感�

志�

想�

特集�

東松島市合併検証�
合
併
の
効
果�

を
検
証
し
て�

み
よ
う
！�

東
松
島
市
に�

な
っ
て
、ど
ん
な�

変
化
が
あ
っ
た�

の
か
し
ら
？�

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
東
松
島

17

市
が
誕
生
し
て
５
年
余
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

合
併
・
市
制
施
行
以
降
、「
東
松

島
市
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、本
市

が
目
指
す
将
来
の
姿
を「
心
輝
き

自
然
輝
く
東
松
島
」と
定
め
、市
民

の
力
と
各
分
野
を「
７
つ
の
心
」で

表
現
し
て
、将
来
像
の
実
現
に
向

け
た
各
種
施
策
の
展
開
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

合
併
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

手
段
で
あ
り
、そ
れ
自
体
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、地
域
に

と
っ
て
、行
政
の
大
き
な
転
換
点

で
あ
る
市
町
村
合
併
を
検
証
し
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
今
後
の
市

政
運
営
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
な
視
点
の
一
つ
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
検
証
し
、将
来
に
向
け

た
東
松
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
市

民
の
み
な
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。



市報ひがしまつしま　11月号3

人件費などの節減額
５年間で約９億５千万円

　

合
併
以
降
、東
松
島
市
は
強
力

に
行
政
改
革
を
推
進
し
、人
件
費

を
は
じ
め
と
す
る
大
幅
な
経
費
節

減
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

首
長
な
ど
の
特
別
職
は
合
併
前

の
６
人
か
ら
２
人
に
減
少
し
た
こ

と
に
加
え
、議
会
議
員
は
合
併
前
の

旧
町
合
算　

人
か
ら
現
在
で
は　

40

45

％
減
の　

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

22

た
、合
併
に
伴
う
組
織
の
統
一
に
よ

り
、各
種
委
員
や
審
議
会
な
ど
の

人
員
も
減
り
ま
し
た
。

　

市
職
員
に
つ
い
て
は
、管
理
部

門
の
統
合
や
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、合
併
時
、平
成　

年
17

４
月
１
日
の
時
点
に
お
け
る
合
計

人
数
の　

人
か
ら
、平
成　

年
に

379

22

は　

人
体
制
と
な
り
、５
年
間
で

344

　

人
減
員
し
て
い
ま
す
。人
員
を

35削
減
す
る
一
方
で
、旧
町
時
代
に

は
県
が
担
っ
て
い
た
生
活
保
護
事

業
な
ど
を
担
当
す
る「
社
会
福
祉

事
務
所
」を
市
役
所
内
に
設
置
す

る
な
ど
、市
民
に
身
近
な
分
野
で

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、世
界
的
な
景
気
の
悪

化
や
民
間
給
与
の
引
き
下
げ
な
ど

を
反
映
し
、職
員
給
料
や
期
末
・
勤

勉
手
当
も
削
減
し
て
お
り
、合
併

時
か
ら
５
カ
年
の
総
額
で
人
件
費

な
ど
の
節
減
額
は
約
９
億
５
千
万

円
に
達
し
ま
す
。

組
織
の
統
一
と

改
革
の
推
進

市
長
・
副
市
長�

教
育
長
な
ど�

議

会

議

員�

各

種

委

員�

職
　
　
　
員�

町　長２人�

助　役２人�

収入役２人�

市　長１人�

副市長１人�

40人�22人�

344人�

40人�22人�

379人�379人�344人�

監査委員・選挙管理委員�

教育委員・農業委員�

各種審議会・協議会の�

委員など�

組織が統一され�

人数が減りました�

合併前�合併後（現在）�

合併前�合併後（現在）�

合併時�合併後（現在）�

４人減�

45％減�

10.2％減�
（教育長１人含む）�（教育長１人含む）�
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北部連続地震からの復興と
耐震・防災体制を整備

　

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
で
被
災

し
た
本
市
に
と
っ
て
、災
害
か
ら

の
復
興
と
今
後
の
防
災
へ
の
備
え

は
重
点
分
野
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

特
に
学
校
耐
震
化
は
、早
期
の

整
備
が
必
要
で
す
。そ
の
費
用
に

は
、行
政
改
革
な
ど
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
一
般
財
源
と
と
も
に
、

合
併
し
た
自
治
体
の
み
に
認
め
ら

れ
る「 
合 
併
特
例
債
」を
活
用
し
て

※

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
完
了
し
た
矢
本

19

一
中
の
校
舎
整
備
費
は
約　

億
円

17

に
達
す
る
な
ど
、多
額
の
費
用
を

伴
う
耐
震
改
修
費
用
の
市
負
担
が

大
幅
に
軽
く
な
り
ま
し
た
。小
・
中

学
校
の
耐
震
化
は
今
後
も
整
備
を

進
め
、あ
と
3
カ
年
で
全
学
校
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

東
松
島
市
総
合
計
画
で
は
、４

つ
の
重
点
分
野
の
ひ
と
つ
に
防
災

対
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
は「
自
助
・
共

助
・
公
助
」の
３
つ
の
分
野
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
強
化
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
ず「
公
助
」の
分
野

で
は
、学
校
耐
震
や
排
水
対
策
な

ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
ほ
か
、

合
併
前
は
財
源
難
で
配
備
が
遅
れ

て
い
た
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
原
則
全
戸
配
備
の
実
現
、屋

外
放
送
無
線
塔
の
４
基
新
設
整
備
、

津
波
避
難
誘
導
看
板　

基
の
配
置

165

な
ど
、情
報
伝
達
手
段
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

「
共
助
」の
分
野
で
は
、地
域
の

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

市
内
全
地
域
に
自
主
防
災
組
織
体

制
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、防

災
備
蓄
倉
庫
の
地
域
へ
の
配
備
や

消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
合

併
前
の　

台
か
ら　

台
に
大
幅
強

26

35

化
す
る
な
ど
、地
域
防
災
力
の
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、防
災
計
画
の
広
報
や

防
災
マ
ッ
プ
の
戸
別
配
布
な
ど
を

行
い「
自
助
」の
促
進
に
努
め
る
な

ど
、東
松
島
市
全
体
で
防
災
力
の

ア
ッ
プ
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

矢本第一中学校の改築（総事業費約17億円）

大規模事業は、合併自治体のみに認められ

る特例債を活用しています
学校耐震化事業などにおける合併効果�

総事業費約31億2,800 万円�

市の負担額�
（概算）� 約7億4,700 万円�

17億2,500万円�
東松島市が合併しな�
かった場合の負担額�

学
校
耐
震
化
に

合
併
特
例
債

防
災
対
策
を

加
速
的
に
充
実

消
防
団
ポ
ン
プ
積
載
車

一
台
約
6
0
0
万
円
の
消
防
車
を

９
台
配
備
強
化

津波避難誘導看板の配置 防災備蓄倉庫を市内８地域に配備

※合併特例債…合併自治体のみに認められる有利な地方債。元利償還の７割を国が交付税として措置する制度。
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旧町時代からの
　懸案事項を効率的な
　　　財源活用で実現

大
規
模
な
排
水
対
策

事
業
の
実
施

　

本
市
は
沿
岸
部
に
位
置
し
、地

表
標
高
が
低
い
た
め
、昔
か
ら
豪

雨
や
台
風
、高
潮
な
ど
に
よ
っ
て

住
宅
が
浸
水
す
る
被
害
が
幾
度
と

な
く
発
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
す
る
防

災
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、

排
水
路
や
水
門
、大
規
模
揚
排
水

ポ
ン
プ
な
ど
を
総
合
的
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
、巨
額
の
財
源
を

伴
う
こ
と
か
ら
、旧
町
時
代
に
は
、

大
規
模
な
排
水
対
策
事
業
は
な
か

な
か
実
現
に
至
ら
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、市
制
施

行
以
来
、懸
案
で
あ
っ
た
排
水
対

策
事
業
が
矢
本
地
区
、大
塚
地
区
、

西
余
景
地
区
で
着
手
さ
れ
、来
年

度
に
は
赤
井
地
区
で
も
事
業
が
始

ま
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
着
手
し
た
排
水
対

策
事
業
の
事
業
費
だ
け
で
約
７
億

円
、今
後
の
整
備
計
画
費
を
加
え

る
と
さ
ら
に
多
額
の
財
源
が
必
要

な
排
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
自
治
体
だ
け
に
認
め
ら
れ
る

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

借
り
入
れ
た
事
業
費
の
う
ち　

％
70

を
地
方
交
付
税
と
し
て
、後
年
度

に
国
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
有
利
な
特

例
債
で
す
が
、返
済
が
必
要
な
債

務
も
発
生
し
ま
す
の
で
、財
政
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
、私
た
ち
の
子
孫

に
過
重
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ

と
し
て
、公
共
交
通
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。市
内
は
、公
共
交
通
の

空
白
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、移

動
が
不
自
由
な
方
が
増
加
し
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
公
共
交
通
機
関

の
設
置
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、平
成　

年
度
か
ら
予
約

21

型
乗
合
タ
ク
シ
ー「
ら
く
ら
く

号
」の
試
行
運
行
を
開
始
し
て
い

ま
す
。現
在
、利
用
状
況
は
好
調

で
、利
用
者
は
延
べ
３
万
人
を
越

え
て
い
ま
す
。

西余景地区排水対策事業 矢本地区排水対策事業

市道上河戸・下浦線の整備

赤井駅前広場の環境整備

着
実
に
進
む

都
市
基
盤
整
備

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

と
し
て
は
、ほ
か
に
も
市
道
の
改

修
や
駅
前
広
場
の
建
設
な
ど
、都

市
基
盤
の
整
備
を
中
心
に
活
用
し

て
い
ま
す
。合
併
特
例
債
は
、市
が

新
た
な
公
共
交
通

「
ら
く
ら
く
号
」 予約型乗合タクシー「らくらく号」

らくらく号は、戸口から戸口まで乗車で

きる市内の新しい公共交通機関

特集 東松島市合併検証�
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市民生活に密着した
新たな行政サービスの展開

　

子
育
て
支
援
関
連
施
策
に
つ
い

て
は
、合
併
以
降
、行
革
で
生
み
出

し
た
財
源
を
投
入
し
て
、特
に
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。　

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
制
度
は
、合
併
時

の
６
歳
ま
で
無
償
か
ら
、今
年
度

か
ら
小
学
校
２
年
生
ま
で
無
償
に

拡
大
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成　

年
19

度
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制

度
を
新
設
し
、相
互
協
力
に
よ
る

子
育
て
支
援
体
制
策
を
推
進
し
て

い
る
ほ
か
、市
立
保
育
所
に
つ
い

て
は
、土
曜
日　

時
ま
で
の
延
長

１５

保
育
と
一
時
保
育
を
全
保
育
所
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
施
策
と
し
て
は
、合
併
以

前
に
は
、県
石
巻
保
健
福
祉
事
務

所
で
担
当
し
て
い
た「
生
活
保
護
」

に
関
す
る
事
業
を
市
で
取
り
扱
い
、

身
近
な
市
役
所
窓
口
で
相
談
・
申

請
・
指
導
援
助
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、平

成　

年
度
に
は「
地
域
包
括
支
援

19
セ
ン
タ
ー
」を
市
社
会
福
祉
事
務

所
内
に
新
設
し
、高
齢
者
の
介
護

予
防
支
援
事
業
を
開
始
し
た
ほ
か
、

合
併
以
降「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
も
と
赤
井
の
里
」、「
ケ
ア
ハ

ウ
ス
は
ま
な
す
の
家
」な
ど
の
新

規
施
設
を
設
置
し
た
法
人
に
助
成

を
行
い
、施
設
の
整
備
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
や
季
節
性
・
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助

成
な
ど
、予
防
接
種
や
検
診
関
連

の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
、新
規

着
手
や
事
業
の
拡
大
に
取
り
組
み
、

市
民
の
健
康
維
持
関
連
施
策
の
充

実
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

の
充
実

福
祉
施
策
の

新
た
な
展
開

介護予防教室の新設（脳活性化教室） 学童保育の土曜日拡大（写真は赤井南小）

はまなすの家 やもと赤井の里

　

さ
ら
に
学
童
保
育

事
業
の
土
曜
日
開
設

も
、一
部
実
施
か
ら

全
施
設
実
施
に
拡
大

し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、母
子

（
妊
婦
・
乳
児
）検
診

を
平
成　

年
度
以
前

18

の
２
回
分
補
助
か
ら
、

今
年
度
は
受
診
回
数

（　

回
）分
の
補
助
を

14実
施
す
る
な
ど
、大

幅
な
拡
充
を
行
っ
て

い
ま
す
。

検診の充実 合併前と比較して
大幅にメニューを拡大

乳幼児医療費を助成拡大�

旧矢本町�
0 ３歳� ６歳�

助成�
入院のみ�
助成�

旧鳴瀬町�
0

0

0

６歳�

６歳まで助成�

東松島市（平成17～21年）�
６歳�

６歳まで助成�

東松島市（平成22年）�
８歳�

小学校２年生まで助成拡大�
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地
域
の
経
済
情
勢
が
厳
し
さ
を

増
す
な
か
で
、産
業
基
盤
整
備
の
重

要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

石
巻
青
果
市
場
は
、交
通
至
便

な
三
陸
道
石
巻
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
隣
接
地
に
、今
年
１
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。約
６
万
2
、

0
0
0
�
の
広
大
な
敷
地
に
、農

産
物
の
品
質
管
理
が
徹
底
で
き
る

低
温
・
冷
蔵
施
設
を
備
え
た
約
１

万
4
、0
0
0
�
の
市
場
施
設
を

有
し
て
い
ま
す
。市
で
は
、施
設
整

備
費
用
の
一
部
に
利
子
補
給
を
行

う
な
ど
支
援
し
な
が
ら
、安
定
的
で

品
質
の
高
い
販
売
ル
ー
ト
の
確
保

　

本
市
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
か
き
祭
り
」「
農
業
祭
」の
合
同
開

催
な
ど
、合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
活
用
や
産
直
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
、さ
ら
に
は
高
速

道
路
の
通
行
料
金
割
引
制
度
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、観
光
客
入
り
込

み
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、増
加
し
た
交
流
人
口
を

宿
泊
者
数
の
増
加
や
食
堂
・
レ
ス

ト
ラ
ン
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
な
ど
、

市
内
経
済
の
発
展
に
効
果
の
あ
る

分
野
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

東松島カントリーエレベーター

矢本パーキングエリアの「イートハウス」

観
光
の
振
興

雇
用
の
確
保

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は

ほ
か
に
も
、ほ
場
整
備
や
漁
港
整

備
事
業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
が
実
施

し
た
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
事
業
へ
の
補
助
、の
り
乾
燥
貯

蔵
施
設
へ
の
助
成
な
ど
、産
業
の
基

盤
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「志」が実を結ぶ
　　産業の基盤づくり

産
業
振
興

施
策
の
展
開

石巻青果市場

今年開場した石巻青果市場は、地域農産

物活用の拠点。地場産品市などイベント

にも活用されています

　

ま
た
、市
商
工
会
が
実
施
す
る

１
割
増（
プ
レ
ミ
ア
ム
）商
品
券
事

業
へ
の
支
援
や
、国
の
住
宅
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
連
携
し
た
市
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
、太
陽
光

発
電
の
補
助
制
度
実
施
な
ど
、他

の
施
策
と
も
連
携
し
、商
工
業
の

強
化
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

スケールアップした東松島かき祭

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

世
界
的
な
経
済
不
況
の
影
響
か
ら
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、近
年
県
内
に
進
出
し
て
き

た
大
手
自
動
車
お
よ
び
半
導
体
関

連
企
業
な
ど
を
対
象
と
し
、「
企
業

立
地
推
進
員
」制
度
の
創
設
や
広

域
連
携
に
よ
る
誘
致
推
進
な
ど
多

様
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成　

年
度
に
創
設

21

さ
れ
た
国
の
緊
急
雇
用
対
策
を
フ

ル
活
用
し
、市
内
企
業
な
ど
と
連

携
し
て
、約　

人
の
臨
時
雇
用
を

100

実
現
さ
せ
ま
し
た
。

観光客入り込み数の推移�

平成19年度�

102万9000人�

平成20年度�

104万4000人�

平成21年度�

106万1000人�

特集 東松島市合併検証�
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心を合わせ支えあう
協働のまちづくりの推進

　

東
松
島
市
は
、市
総
合
計
画
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
、「
東
松
島
市

21

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
施
行

し
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」や「
地
域
自
治
組
織
の
設

置
」な
ど
を
市
の
基
本
方
針
と
し

て
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

　

単
に
理
念
だ
け
で
な
く
具
体
的

な
行
動
と
し
て
も
協
働
を
推
進
し

て
い
ま
す
。地
域
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、　

億
円
の
基
金
を
積

13

み
立
て
、そ
の
果
実（
利
子
）運
用

に
よ
る「
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」制
度
を
新
設
し
、市
民
の
ア
イ

デ
ア
と
工
夫
を
基
に
活
動
を
行
う

団
体
お
よ
び
地
域
自
治
組
織
に
活

動
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
公
民
館
制

度
か
ら
、自
主
運
営
を
基
本
と
す

る「
市
民
セ
ン
タ
ー
方
式
」に
移
行

し
、市
民
活
動
や
地
域
の
生
涯
学

習
活
動
に
関
す
る
業
務
を
地
域
の

自
治
組
織
に
委
ね
て
い
ま
す
。こ

の
市
内
８
カ
所
の
市
民
セ
ン
タ
ー

支
え
あ
う

　
　

ま
ち
づ
く
り

職
員
は
、自
治
組
織
が
採
用
し
、自

主
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
費
用
は
市
が
指
定
管
理
者

制
度
で
支
出
す
る
ほ
か
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
よ
る
収

入
は
自
治
協
議
会
の
収
入
と
な
り
、

活
動
費
に
充
当
で
き
ま
す
。地
域

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
と
合
わ
せ
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
柔
軟
な
事

業
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
が
し
地
区
民
ま
つ
り

あ
い
さ
つ
ロ
ー
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森

オ
ー
ル
赤
井
ま
つ
り

ご
み
分
別
講
習
会

高
齢
者
健
康
づ
く
り

東
名
運
河
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

新
宮
戸
八
景
を
選
定

８自治協議会の
主な活動・行事など

　市内８つの自治協議会はそれぞ
れ地域の特性に応じた活動を展開
しています。
【矢本ひがしネットワークコミュニティ】
　ひがし地区民まつり、地区のど自
慢大会の開催や公園巡回パトロー
ルの実施など「参加」から「参画」を
目標に住みよい地域づくり事業に
取り組んでいます。
【矢本西コミュニティ協議会】
　あいさつロード、地区歴史探検学
習、体験農園いきいきファームなど
の事業実施のほか、「目安箱」を設置
し、地域に密着した課題の解決に努
めています。
【大曲まちづくり協議会】
　ボランティアの森植樹、大曲健康
まつり、ふれあい農園の開催のほか、
親子ふれあい広場や夏休み子ども
塾などの子育て支援事業を充実し
ています。
【赤井地区自治協議会】
　赤井ふれあい朝市、オール赤井ま
つりの開催のほか、安心・安全パト
ロール、定川クリーン作戦、夏休み
子供学習塾など、地域課題を解決す
る事業を実施しています。
【大塩コミュニティ協議会】
　防災マップの作成、ごみ分別講習
会など、地域課題の解決に取り組ん
でいるほか、大塩地区新春夢かたり、
やもとふれあいはしご酒ラリーな
ど地域のふれあい・結束を高める事
業を実施しています。
【小野地域まちづくり協議会】
　高齢者健康づくり教室、不法投棄
防止パトロール、鳴瀬カルタ大会の
開催などのほか、西福田地区セン
ターの住民による自主改修工事を
実施し、地域の自治活動を推進して
います。
【野蒜まちづくり協議会】
　のびる市民まつり、巡回寺子屋野
蒜塾、市民サロンなどを定期的に開
催しているほか、新たに東名運河の
ライトアップなど地域の財産を活
用する事業に取り組んでいます。
【宮戸コミュニティ推進協議会】
　奥松島防犯パトロール隊、ごみ分
別講習会の実施などのほか、新宮戸
八景の選定やウォーキングなど、世
界に誇れる美しい自然環境を次世
代に残しつつ、観光の発展に役立て
る取組を進めています。

矢本西矢本東

大　曲 赤　井

大　塩 小　野

野　蒜 宮　戸
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一
般
に
市
町
村
の
合
併
に
つ
い

て
は
、①
地
域
主
権
社
会
へ
の
対

応
、②
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、③
広
域
的
な
行
政
需
要
の
増

加
、④
構
造
改
革
の
推
進
へ
の
対

処
な
ど
に
効
果
的
で
、自
治
体
の

規
模
・
能
力
を
充
実
す
る「
手
段
」

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、合
併
特
例
債
の
活
用
や
、基
金

を
造
成
す
る
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
な
ど
国
か
ら
の
財
政
援
助
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
の
推
移
に
つ

い
て
は
、平
成　

年
宮
城
県
北
部

15

連
続
地
震
の
被
害
に
よ
り
、学
校
・

　

本
市
で
は
、合
併
年
の
平
成　
17

年
度
に
東
松
島
市
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
。地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力

を
結
集
し
、民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
で
、行
政
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
遂

行
す
る
こ
と
を
基
本
に
、行
財
政

改
革
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、公
立
病
院
の
時
代

に
約　

億
円
の
債
務
を
抱
え
、医

55

師
の
確
保
も
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
旧
深
谷
病
院
に
つ
い
て
は
、多

く
の
課
題
を
克
服
し
、平
成　

年
19

に
民
間
に
経
営
を
委
譲
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。経
営
委
譲
後
は
、

公
立
深
谷
病
院
の

民
営
化

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
復
旧
や

災
害
ご
み
の
処
理
な
ど
に
巨
額
の

費
用
負
担
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、

市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

（
一
般
会
計
）は
平
成　

年
度
決
算

14

時
の
約　

億
円（
旧
町
合
算
）か
ら
、

10

平
成　

年
度
末
で
7
億
円
台
ま
で

17

低
下
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、合
併
以
降
は
、行
財
政

改
革
を
推
進
し
、平
成　

年
度
決

21

算
時
に
は
、地
震
以
前
に
近
い
水

準
の
約　

億
円
ま
で
回
復
し
て
い

10

ま
す
。ま
た
、財
政
調
整
基
金
以
外

の
奨
学
資
金
貸
付
基
金
や
防
災
基

金
な
ど
の
目
的
基
金
を
合
わ
せ
た

基
金
総
額
は
、平
成　

年
度
決
算

14

時
の
約　

億
円
か
ら
、平
成　

年

33

17

度
は
約　

億
円
ま
で
減
少
し
て
い

19

ま
し
た
が
、平
成　

年
度
決
算
で

21

地域主権社会に対応した
行財政基盤の確立

市
町
村
合
併
と

財
政
的
な
効
果

は
、約　

億
円
に
積
み
増
し
す
る

41

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、市
の
借
金
で
あ
る
市

債
の
残
高
は
、地
震
被
害
前
の
平

成　

年
度
決
算
時
で
約　

億
円

14

１１５

（
旧
町
合
算
）で
し
た
が
、平
成　
17

年
度
は
約　

億
円
、平
成　

年
度

１４９

21

は
約　

億
円
と
年
々
増
加
し
て
い

１６４

ま
す
。

　

市
債
の
増
加
分
は
、小
中
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
な
ど「
合
併
特

例
債
」が
中
心
で
、返
済
時
に
は
国

か
ら
財
政
支
援
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
後
年
度
に
過
重
な
負
担
を

強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、市
債
発

行
額
を
抑
制
し
て
い
く
方
針
で
す
。

民
間
医
療
法
人
の
尽
力
と
関
係
者

の
協
力
に
よ
り
安
定
的
に
経
営
が

行
わ
れ
、現
在
で
は
旧
深
谷
病
院

と
同
規
模
の
病
床
数
を
有
す
る

「
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
」と
し
て
、

多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
公
共
施
設
の
民
間
管
理
や

計
画
的
な
市
職
員
の
定
数
削
減
等

を
実
施
し
、財
政
基
盤
の
安
定
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

持
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
向
上
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
、市
政
施
行
以
来
５

年
間
の
合
併
の
効
果
に
つ
い
て
、

検
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
整
備
、財
政
基
盤
の
強

化
、経
費
節
減
な
ど
に
注
目
は
集

中
し
が
ち
で
す
が
、本
当
の
意
味

で
、「
合
併
」が
市
民
、自
治
体
と
も

に
効
果
的
な
成
果
を
あ
げ
て
い
く

た
め
に
は
、目
指
す
将
来
像
を
効

率
的
に
達
成
し
て
い
く
持
続
的
な

取
組
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、私
た
ち
の

子
孫
が
、安
心
し
て
安
定
的
に
生

活
で
き
る
ま
ち
。あ
ら
ゆ
る
人
々

の
心
や
想
い
を
大
切
に
し
た
ま
ち
。

「
心
輝
き
自
然
輝
く
東
松
島
」の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　

�
内
線
1
2
3
1

0 10 20 30 40 50

0 50 100 150 200

平成14年度�

平成17年度�

平成21年度�

平成14年度�

平成17年度�

平成21年度�

基金（貯金）の推移�

市債（借金）の推移�

（単位：億円）�

（単位：億円）�

10.4

33.0

7.9

10.3

115.1

149.5

164.1

19.5

41.3

（うち財政調整基金）�

（基金総額）�

特集 東松島市合併検証�
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近
年
、国
民
の
読
書
離
れ
、活
字

離
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
娯
楽
が
増

え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、大
人
も

子
ど
も
も
読
書
へ
の
関
心
が
薄
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、活
字
と
向
き
合

う
時
間
が
減
っ
て
い
る
中
で
、文

章
を
読
ん
で
正
確
に
理
解
し
た
り
、

自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
と

い
っ
た
言
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
低
下
し
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、言
語
力
を
養
う

た
め
に
、読
書
の
価
値
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。本
は
、単
な
る
知
識

や
情
報
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
や
表
現
、他
者
の
考
え
方

を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

昔
か
ら「
本
は
心
の 
糧 
」と
も
言
い

か
て

ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
む

こ
と
は
知
識
や
教
養
、他
者
を
理

解
し
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く
み
、

豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

最
近
は
、市
内
の
学
校
で
の「
朝

の　

分
間
読
書
運
動
」が
浸
透
し
、

１０
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
、地
域
全

体
で
読
書
を
推
進
す
る「
読
書
の
ま

ち
づ
く
り
」が
広
が
る
な
ど
、読
書

に
対
す
る
国
民
意
識
が
再
び
高
ま

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
気
運
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
た
め
、平
成　

年
６
月
の

２０

国
会
決
議
で
、２
０
１
０
年
を「
国

民
読
書
年
」と
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、政
官
民
が
協
力
し
、国
を
あ

げ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、図
書
館
を
は
じ
め
、さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
、国
民
読
書
年
に

ち
な
ん
だ
行
事
や
取
り
組
み
が
推

進
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

日
本
の
読
解
力
は
、 Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 
の

（
※
１
）

 
Ｐ 
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
調
査
に
お
い
て
、２

（
※
２
）

０
０
０
年
８
位
、２
０
０
３
年　
１４

位
、２
０
０
６
年　

位
と
な
り
先

１５

進
国
の
中
で
下
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
国
は
2
0

1
2
年
度
ま
で
の
完
全
移
行
措
置

期
間
と
し
て
前
倒
し
で
、準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。も
っ
と
も
、特
徴

的
な
の
は
、全
て
の
教
科
に「
言
語

活
動
の
充
実
」を
盛
り
込
み
、特
に

国
語
に
お
い
て
は
、話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
・
書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
に

重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

キ
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ギ
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タ
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ゼ
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（注）　2006年調査は57カ国（OECD30カ国、非
加盟27カ国）から約4万人の15歳児（高１）が参
加。読書力は米国を除く（問題不備で）。比較対象
は00年の31カ国、03年の40カ国から増加。
（資料）　OECDの生徒の学習到達調査
（PISA:Progamme for International Student 
Assessment）

読解力の国際比較（２０００年、２００３年、２００６年）　日本は８位→１４位→１５位

学
校
の
指
導
要
領
も
変
わ
り
ま
す

読
書
離
れ
で
日
本
人
の「
言
語
力
」が
低
下

２
０
１
０
年
を
国
民
読
書
年
に

国
民
の
読
書
離
れ
、活

字
離
れ
が
増
加

読書の楽しみを広げよう！読書の楽しみを広げよう！
22222222222222000000000000001111111111111100000000000000年年年年年年年年年年年年年年国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書年年年年年年年年年年年年年年2010年国民読書年
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小
学
校
で
の
朝
の
読
書
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、週
１
回
〜
２

回
が
ほ
と
ん
ど
で
、毎
日
の
実
施

は
１
校
で
す
。お
は
な
し
会
の
取

り
組
み
は
、ほ
と
ん
ど
の
小
学
校

で
行
っ
て
い
ま
す
。読
み
聞
か
せ

で
は
、学
校
と
協
力
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
お
は
な
し
の

は
な
た
ば
」や
、地
元
の
方
や
保
護

者
に
よ
る
団
体
組
織
な
ど
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
の
取
組
み
は
、自
主

的
な
読
書
を
呼
び
か
け
、朝
や
給

食
後
の
昼
休
み
な
ど
の
時
間
に
毎

日『　

分
間
読
書
』と
し
て
実
施
。

１０

中
に
は
年
２
回
春
と
秋
の
１
週
間

朝
読
書（　

分
間
）を
実
施
し
て
い

１５

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
各
施
設
で
は
、図
書
館

や
市
民
セ
ン
タ
ー
配
本
所（
大
塩
・

赤
井
・
大
曲
・
小
野
・
野
蒜
）に
読
書

施
設
を
設
置
し
、福
祉
の
向
上
と

読
書
を
推
進
。図
書
館
で
は
読
書

推
進
の
講
座
や
催
し
物
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
小
さ
い
子
に
向
け
て
お
は
な
し

会（
月
２
回
）を
開
催

○
親
子
で
読
書
が
楽
し
く
な
る
企

画
と
し
て
、親
子
で
読
書
マ
ラ

ソ
ン
、絵
本
福
袋
、わ
ら
べ
う
た

教
室
な
ど
を
実
施

○
お
は
な
し
会（
週
２
回
）の
開
催

○
図
書
館
ま
つ
り（
青
空
リ
サ
イ
ク

ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー：

情
報
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
）の
開
催

○
他
課
と
の
連
携（
例：

福
祉
課
の

自
殺
予
防
、下
水
道
課
の
下
水

道
週
間
、商
工
観
光
課
の
求
人

情
報
や
観
光
情
報
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
各
種
講
座
と
の

協
働
開
催
な
ど
）

○
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
講
座
な
ど

　

現
在
、学
校
や
図
書
館
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に

よ
り
読
み
聞
か
せ
な
ど
、読
書
を

楽
し
く
推
進
す
る
た
め
協
力
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。代
表
的
な
組
織

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
な
し
の
は
な
た
ば
」

○
布
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル「
フ
ェ
ル
ト
」

○
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル「
か
ち
か
ち
か
ち
」

○
赤
井
小
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

○
野
蒜
小
読
み
聞
か
せ「
ワ
ク
ワ
ク
」

【
用
語
説
明
】

（
※
１
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・・・
経
済
協
力

開
発
機
構
。加
盟
国
の
経
済
的
発
展
、

開
発
途
上
国
へ
の
援
助
、貿
易
の
拡

大
な
ど
を
目
的
と
す
る
国
際
協
力
機

関
。１
９
６
１
年
、Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ（
欧
州

経
済
協
力
機
構
）を
改
組
し
て
、パ
リ

に
設
立
さ
れ
た
。日
本
は
１
９
６
４

年（
昭
和　

）に
加
盟
し
た
。

３９

（
※
２
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と

は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
国
際
的
な
生

徒
の
学
習
到
達
度
調
査
の
こ
と
。頭

字
語
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
。

日
本
で
は
国
際
学
習
到
達
度
調
査
と

も
言
わ
れ
る
。

書の楽しみ広げよう！ 2010国民読書年書の楽しみ広げよう！　2010国民読書年読

市
内
の
読
書
の
状
況

小
・
中
学
校
で
の
取
り
組
み

成
人
・
未
就
学
児
の
親
に
向
け

て（
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
る
読
書
の
推
進

　

図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、市
内

小
・
中
学
校
へ
も
出
向
き
読
み
聞

か
せ
を
実
施
。子
ど
も
た
ち
の
読

書
推
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

布
で
絵
本
を
作
製
し
、図
書
館

に
設
置
。多
機
能
の
バ
ッ
ク
、防
災

ブ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
開
発
し
講
座
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
は
な
た
ば

フ
ェ
ル
ト

代表 e崎  惠  子 さん
けい こ

（上納）

代表  関  谷   弓  子 さん
せき や ゆみ こ

（作田浦）

個
人（
青
年
有
志
な
ど
）

奥
田　
 
真  
未 
さ
ん（
関
の
内
一
）

ま 

み

 
外
処 　
 
健  
一 
さ
ん（
寺
）

と
ど
こ
ろ 

け
ん 
い
ち

　

図
書
館
ま
つ
り
・
ナ
イ
ト
お
話

会
＆
肝
試
し
会
な
ど
図
書
館
の
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
で
、協
力
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介�

▲学校でのおはなし会 ▲小さい子向けのおはなし会（図書館）

　

市
内
の
昔
話
な
ど
を
大
型
紙
芝

居
と
し
て
作
成
。子
ど
も
た
ち
に

郷
土
の
話
を
紙
芝
居
で
伝
承
し
て

い
ま
す
。

か
ち
か
ち
か
ち

　

図
書
館
ま
つ
り
、科
学
遊
び
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
を
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

　

サ
ー
ク
ル
「
た
か
の
子
」

代表 松本  昭  英 さん
あき ひで

（上浜一）

代表 佐藤  晴  香 さん
はる か

（貝殻塚二）
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現
在
、蔵
書
数
は
約　

万
冊
。昨

１２

年
の
貸
出
冊
数
は　

万
冊
で
延
べ

２４

６
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。市

民
一
人
あ
た
り
の
貸
出
冊
数
は

５
・
６
冊
／
人
と
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
利
用
者
数
を
誇
り
ま
す
。

　

運
営
面
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
が
大
き
く
、グ
ル
ー
プ「
お
は

な
し
の
は
な
た
ば
」の
お
話
会
を

毎
週
水
・
土
曜
日
に
実
施
。「
フ
ェ

ル
ト
」に
よ
る
布
絵
本
の
作
成
や

「
か
ち
か
ち
か
ち
」の
手
作
り
大
型

紙
芝
居
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
青

年
有
志
な
ど
に
よ
る
、図
書
館
ま

つ
り
や
ナ
イ
ト
お
話
会
＆
肝
試

し
・
科
学
あ
そ
び
読
書
推
進
事
業

な
ど
、個
人
の
協
力
も
あ
り
、明
る

い
雰
囲
気
の
図
書
館
で
す
。

　

現
在
、市
教
育
委
員
会
で
は「
東

松
島
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
策
定
実
行
委
員
会
」を
組
織
し
、

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育

振
興
機
構
よ
り
委
託
を
受
け
て

「
東
松
島
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
」

を
策
定
中
。本
市
の
特
色
を
出
す

た
め
、現
在
模
索
し
て
い
ま
す
。現

時
点
で
は
、次
の
部
分
を
計
画
に

盛
り
込
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ク
メ
ン
パ
パ
育
成
＆
ウ
チ
ド

ク
の
す
す
め（
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
・
絵
本
福
袋
・

親
子
で
読
書
マ
ラ
ソ
ン
）。

●
小
・
中
学
生
の
読
書
普
及
作
戦

と
し
て
、本
を
読
む
環
境
づ
く
り

は
身
近
に
本
が
あ
る
こ
と
が
ア
ン

ケ
ー
ト
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、巡
回
図
書
を
引
き
続
き

設
置
し
ま
す
。ま
た
、本
を
手
に

と
っ
て
も
ら
う
た
め
の
学
校
で
の

取
り
組
み
と
し
て
、朝
読
書
の
採

用
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
を
行
い
ま
す
。

●
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム

の
普
及（
小
学
生
も
読
み
聞
か
せ

を
し
て
も
ら
う
な
ど
）。

【
１
カ
月
の
読
書
平
均
冊
数
】

　

市
内
小
学
生
の
読
書
平
均
冊
数

は
、６
・
５
冊（
県
内
８
・
１
冊
）、中

学
生
は
２
・
７
冊（
県
内
３
・
９
冊
）

と
県
内
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、本
の
好
き
・
嫌
い
で
は
県

内
平
均
を
上
回
り
、読
書
を
進
め

る
た
め
の
本
へ
の
関
心
は
高
い
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す（
小
学
生
４
・

５ 

上
回
り　

・
５ 

、中
学
生

９０

１
・
３ 

上
回
り　

・
３ 

）。

８３

　

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、読
み
聞
か
せ
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
し
て　

冊
読
み
聞
か
せ
を
ひ
と

１００

つ
の
節
目
と
し
た「
親
子
で
読
書

マ
ラ
ソ
ン
」。絵
本
の
選
び
方
が
分

か
ら
な
い
人
・
絵
本
選
び
に
偏
り

の
あ
る
人
向
け
の
絵
本
福
袋（
司

書
お
す
す
め
絵
本
セ
ッ
ト
）の
設

置
な
ど
で
す
。ま
た
、月
２
回
の
乳

児
向
け
の
お
は
な
し
会
の
開
催
や
、

男
子
の
育
児
参
加
の
ひ
と
つ
と
し

て
読
み
聞
か
せ
の
推
進
。「
レ
ッ

ツ
！
イ
ク
メ
ン（
パ
パ
）！
読
み
聞

か
せ
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置
と
、「　
３０

分
イ
ク
メ
ン
読
み
聞
か
せ
講
座
」

な
ど
の
開
催
で
、家
庭
で
の
絵
本

の
浸
透
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

読
書
活
動
推
進
計
画
策

定
実
行
委
員
会
を
設
立

未
就
学
児
へ
の
普
及

開
館
時
間

火
〜
金　
　

時
〜　

時

１０

１８

土
・
日　
　

時
〜　

時

１０

１７

貸
出（
期
間：

２
週
間
）

本　

冊
、ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
３
枚

１０

▲平成５年６月１５日に開館。
　今年で１７年目を迎える

東
松
島
市
図
書
館

▲学級文庫を選定（矢本東小）

▲探していた本があったよ（図書検索） ▲毎年大勢の来場者が訪れる図書館まつり

▲かちかちかちの松本さんによる大型紙芝居

家族で楽しく読書

▲科学あそび（科学今昔物語「虹ぐるま」をつくろう）
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今
年
度
か
ら
学
校
と
連
携
し
て
、

こ
れ
ま
で
鳴
瀬
地
区
の
み
だ
っ
た

「
巡
回
図
書
」を
９
校（
矢
本
東
小

除
く
）に
増
や
し
、学
社
連
携
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
実
施
す
る
内
容
〉

○
学
校
図
書
室
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

○
出
前
お
は
な
し
会
、ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
の
開
催

○
調
べ
学
習
、朝
読
書
の
支
援
と

し
て
、１
カ
月
・　

冊
貸
出
な
ど

１００

学
級
文
庫
を
充
実

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な
ど

を
開
催
し
、読
み
手
の
育
成
を

行
い
ま
す

○
新
１
年
生
の
読
書
推
進
と
し
て
、

学
校
経
由
で
の
図
書
館
利
用
の

登
録
を
実
施

○
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
、単
元

に
合
わ
せ
た
本
の
紹
介（
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
の
開
催
）

○
平
成　

年
度
よ
り
学
習
指
導
要

２３

領
が
改
正
に
な
り
、言
語
活
動

の
充
実
が
明
記
さ
れ
ま
す

○
社
会
教
育
と
し
て
、読
書
の
推

進
の
た
め
の
各
種
講
座
を
開
催

　

図
書
の
提
供
の
ほ
か
に
、情
報

提
供
と
し
て
、こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
、就
労
支
援
と
し
て
の「
求
人

情
報
」や
、引
越
し
先
の
情
報
や
多

岐
に
利
用
が
あ
る
全
国
の
電
話
帳

を
設
置
し
ま
す
。各
課
の
行
政
情

報
の
連
携
提
供
な
ど
個
人
へ
の
情

報
提
供
だ
け
で
な
く
、防
災
訓
練

時
の
共
通
情
報
認
識
の
た
め
の
防

災
用
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
、地
域

の
催
し
物
の
際
の
音
声
資
料
の
貸

出
な
ど
、地
域
に
向
け
た
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
ま
つ
り

■
日
時　
　

月
３
日（
水
）

１１

　
　

時
〜　

時

１０

１６

■
会
場　

図
書
館

■
内
容　

青
空
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
ー（
無
料
）、科
学
あ

そ
び
、新
幹
線
乗
車
、大
型
紙
芝

居
、工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問　

図
書
館　
　

－

１
１
２
０

８２

「
読
む
力
は
生
き
る
力
」講
演
会

■
日
時　
　

月
６
日（
土
）

１１

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

４０

１６

４０

■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着　

人（
無
料
）

３００

■
締
め
切
り　
　

月　

日（
日
）

１０

３１

■
講
師　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
教
授　

脇　
 
明  
子 
氏

あ
き 

こ

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
医

長　

田
澤　
 
雄  
作 
氏　

ほ
か

ゆ
う 
さ
く

■
問　

図
書
館　
　

－

１
１
２
０

８２

学
校
と
社
会
教
育
施
設
の
連
携

巡
回
図
書
を
増
設

成
人
に
向
け
た
読
書
推
進

▲出前おはなし会（矢本東小２年生）

▲全国の電話帳も設置。情報の提供をしています

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

東
松
島
市
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　

図
書
館
な
ど
の
読
書
施
設
に
意

見
箱
を
設
置
し
ま
す
。
子
ど
も
と

読
書
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問　

図
書
館　
　

－

１
１
２
０

８２

書の楽しみ広げよう！ 2010国民読書年書の楽しみ広げよう！　2010国民読書年読

読
書
の
秋
と
国
民
読

書
年
・
子
ど
も
の
読
書

推
進
の
た
め
の
事
業�

　普段の生活で本を身の回りにおいたり、家族

で本を読む姿を見せているためか、 桃  歩 ちゃん
もも ほ

も絵本が好きで、特に、とよたかずひこさんのも

もんちゃんシリーズが大好きです。

　絵本は毎日読んでいますが、寝る前にも３～

４冊は読んでいます。

日頃から本を身の回りにおいてます

▼

高
野 
隼  
一 
さ
ん
、 
春  
美 
さ
ん
、

じ
ゅ
ん 
い
ち 

は
る 

み

 
桃  
歩 
ち
ゃ
ん（
貝
殻
塚
二
）

も
も 

ほ

▼

尾
形 
友  
彰 
さ
ん
、 

美  
幸 
さ
ん
、

と
も 

あ
き 

み 

ゆ
き

 
柑  
南 
ち
ゃ
ん（
立
沼
）

か
ん 

な

家族みんなで絵本を読んでいます

　 柑  南 ちゃんは絵本が大好きで、毎日３冊を選
かん な

び家族みんなで読んでいます。特に、繰り返す言

葉が大好きで、お気に入りの絵本は「りんご り

んご りんご」です。

　読み聞かせも大好きで、月に４～５回は図書

館にも来ています。
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国勢調査国勢調査はは 現在現在調査票調査票をを集計中集計中ですです

　市民の皆さんに提出いただきました調査票を、現在集計しております。結果の第一報は平成23年2月の予定

です。全国、市区町村ごとの最新人口が発表予定ですので、今しばらくお待ちください。

　■問　企画政策課企画政策班　�内線1233

国勢調査国勢調査はは 現在現在調査票調査票をを集計中集計中ですです

調査票にご記入いただき

ありがとうございました

ト
な
ど
の
建
築
設
備
を
手
が
け
る
会
社
の
工
場（
敷
地

面
積
約
４
、4
3
5
平
方
メ
ー
ト
ル
、施
設
延
べ
床
面
積

約　

平
方
メ
ー
ト
ル
）を
借
り
上
げ
て
活
用
す
る
計
画

６５９
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
内
に
進
出
す
る
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城　
（株）

新
工
場
の
操
業
を
見
据
え
、来
年
４
月
の
操
業
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。操
業
当
初
の
従
業
員
規
模
は　

人
１０

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、複
数
人
の
地
元
採
用
枠

も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の　

サ
ワ
の
本
市
へ
の
進
出
は
、東
京
エ
レ
ク

（株）

ト
ロ
ン　

に
関
係
し
た
企
業
誘
致
と
し
て
、石
巻
地
方

（株）

で
は
初
め
て
。今
回
の
誘
致
を
き
っ
か
け
に
、本
市
の
企

業
誘
致
活
動
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、雇
用
の
拡
大

や
地
元
企
業
と
の
業
務
提
携
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の

振
興
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

■
問　

商
工
観
光
課
商
工
政
策
班　

�
内
線
5
1
5
1

　
　

月　

日（
金
）、半
導
体
製
造
装
置
の
部
品
加
工

１０

１５

メ
ー
カ
ー　
　

サ
ワ（
本
社：

山
梨
県
上
野
原
市
、 佐  
波 

さ 

わ

（株）

 
和 
社
長
）が
、川
下
字
内
響
の
ひ
び
き
工
業
団
地
に
進
出

た
か
し

し
て
、半
導
体
製
造
装
置
の
部
品
製
造
の
工
場
を
操
業

す
る
こ
と
に
な
り
、市
と
企
業
立
地
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
　

サ
ワ
は
資
本
金
１
、０
０
０
万
円
で
、従
業
員
数　

（株）

４０

人
。１
９
２
３
年
創
業
で
、主
に
半
導
体
製
造
装
置
の
部

品
や
住
宅
用
建
材
の
製
造
、部
品
加
工
・
組
立
専
用
機
器

の
開
発
を
手
掛
け
て
お
り
、東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
Ａ
Ｔ

　

の
関
連
企
業
と
し
て
産
業
用
機
械
設
備
の
部
品
加
工

（株）や
自
動
省
力
化
機
械
設
計
製
作
な
ど
の
分
野
で
の
高
い

技
術
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

新
工
場
は
、工
業
団
地
内
に
あ
る
ビ
ル
の
空
調
ダ
ク

ひ
び
き
工
業
団
地
に
半
導
体
製
造
関
連
企
業
が
進
出

　

サ
ワ
、市
と
立
地
協
定
締
結

（株）

　

来
年
春
に
操
業
開
始
予
定

▲（株）サワが工場立地予定の施設
（ひびき工業団地内）

▲立地協定を締結した（株）サワの 佐  波  和 社長
さ わ たかし

（左）と阿部市長

※もし、まだ記入・提出していない方は、
至急、ご連絡ください。



市報ひがしまつしま　11月号15

の情報広場街
　

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
、平
成　

年
度
自
治

２２

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
受
け
、豊
か
な
自
然
と
人

の
輪
を
守
り
、誰
も
が
憩
え
る

「
ふ
る
さ
と
の
び
る
」を
創
る
た

め
の
備
品
を
野
蒜
市
民
セ
ン

タ
ー
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
、

市
町
村
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

な
ど
が
行
う
活
動
に
対
し
て
助

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、野
蒜
地
区

が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
な
ど
の

様
々
な
課
題
の
解
決
と
自
然
環

境
の
保
全
を
し
な
が
ら
、そ
の

自
然
環
境
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り（
地
域
活
性
化
）を
実
現
し

て
い
く
た
め
の
備
品
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

今
後
、お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
活
用
さ
れ
、地
域
全
体

の
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
助
成
額　
　

万
円

２５０

●
助
成
内
容　

音
響
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
、天
幕
、テ
ー
ブ
ル
、

イ
ス
、発
電
機
な
ど

宝
く
じ
は
豊
か
さ
築
く
チ
カ
ラ
持
ち

平
成　

年
度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

２２

　

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、各
地
域
間
の
交
流
を
深
め

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
機
運

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
事
業
を

最
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、購
入
し
取
り
揃
え
た

備
品
は
、ま
ち
づ
く
り
事
業
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲「のびる市民まつり」で、備
品のテント・テーブル・イ
ス・発電機を披露

▲備品のプロジェクターで、
東名運河に関する歴史資
料を説明

齋藤 壽  朗  会長
じゅ ろう

１．審査実施の概要

　�審査日時　９月３０日（木）

　�審査対象事業　８月１６日～９月１６日までに申請のあった３件

　�審 査 員　東松島市まちづくり市民委員会委員　１０人

　�審査の方法　プレゼンテーション審査

２．審査のポイント

　次の６項目を５点ずつ合計３０点満点での審査を行い審査員

の平均点を得点としました。（経費の査定も実施）

　①地域課題等の解決貢献度　②一体感・連帯感の醸成

　③先駆性・独創性　　　　　④事業に対する熱意

　⑤事業執行の環境　　　　　⑥費用対効果

■日時　12月5日（日）　10時～

■会場　農村創作活動センター（上下堤）

■内容　○上下堤の遊休農地で育て収穫したソバ

を活かした手打ちそば教室の開催

　※定員20人、参加費1，000円。事前申し込みが必

要です。11月10日（水）から受付開始・先着順。

○二八そばの試食会（100食分・先着順、１人200

円）、「上下堤産五割そば」（生麺・乾麺）の販売

■手打ちそば教室の申し込み先し込み先

　小野市民センター

　�87-2067

■問　上下堤転作組合

　組合長　浅野公夫

　�090-4557-8099

上下堤そばまつり
東松島市合併５周年記念

平成２２年度地域まちづくり交付金一般提案事業審査会結果の公表

■問　市民協働課協働推進班　�内線１２８２
東松島市まちづくり交付金制度
活動事業を再追加募集

■締め切り　１１月２６日（金） ※詳細は問い合
せてください。

３．審査結果
�チャレンジ交付金の部…新たな取り組みを始めようとする活動事業に対して交付します。

○団体名　根古行政区　　事業名　根古地区内にある板碑の説明板設置
　事業概要　地域の歴史について、理解を深める為の勉強会の開催と板碑の説明板の設置
　　査定額　５０，０００円　　　　審査得点　１７．５　（３０点満点）

○団体名　東松島視覚障害者福祉協会　　事業名　視覚障害への支援事業
事業概要　視覚障害者のために広報紙などを点字翻訳し情報サービスを行う点字翻

訳ソフトおよびライセンスの購入
　　査定額　１００，０００円　　　　審査得点　２０．４　（３０点満点）

�バリューアップ交付金の部…継続し活動している事業の改善・拡充のための交付金

○該当案件なし

�合併５周年記念事業…合併５周年を広くＰＲし市民の一体感を高められる事業に交付

○団体名　上町西地区センター　　事業名　三角公園イルミネーション
事業概要　上町西地区内の三角公園を起点としたイルミネーションの「光のレール」に

よる名所づくり
　　査定額　３００，０００円　　　　審査得点　２２．７　（３０点満点）

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併５周年記念事業

ひがしまつしま
まちづくりフォーラムpartⅡ

■日時　11月26日(金)　19時～

■会場　市コミュニティセンター

■内容　テーマ　～人と人との繋がり～

　第１部　寸劇　ばあちゃん喫茶｢寄っていがいん｣

　第２部　３市長によるパネルデスカッション

　　演題　このまち大好き｢参画から人の輪へ｣

　　　パネリスト

　　　　山形県東根市副市長　椎名  和  男 氏
かず お

　　　　岩手県遠野市長　　　本田  敏  秋 氏
とし あき

　　　　東松島市長　　　　　阿部  秀  保 
ひで お

　　　コーディネーター

　　　　宮城大学事業構想学部教授　宮原  育  子 氏
いく こ

■問　市民協働課協働推進班　�内線1281
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募集内容�

【募集対象】　市内に住所を置く事業所および団体など�

【掲載料金】　１枠につき　20,000円�

　　　　　　（縦50ｍｍ×横180ｍｍ　フルカラー印刷）�

【募集口数】　各月２枠　計24枠分�

　　　　　　（１広告主につき、複数枠の申込可）�

【掲載位置】　カレンダー各月行事の下部分で掲載月は市が指定�

　　　　　　※掲載場所のイメージは右図のとおり（⇒）�

【掲載できないもの】�

①社会的妥当性が認められないもの、道徳観に反するもの�

②法令などに違反するもの、人権侵害となるもの�

③政治または宗教色の強いもの、社会問題に対する主義主張�

④個人の名刺広告�

⑤その他広告として相応しくないと判断されるもの�

【応募締切】　　12月22日（水）　17時まで�

生涯学習カレンダーのイメージは�

このようになります�

■規　格：見開きＡ２判（中折仕上Ａ３判）�
フルカラー32ページ（広告掲載部分は
４月から翌年３月までの12か月分）�
■発行日：平成23年３月末�
■発行数：約15,500部�
■配布先：市内全世帯、公共施設など�■問・申し込み　生涯学習課社会教育班　�内線3302

広告� 広告�

テ
ー
マ
：W

onderland

東
松

〜
見
て
、食
べ
て
、楽
し
んday

〜

■
日
時　
　

月　

日（
土
）　

１１

１３

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１４

５０

■
会
場　

東
松
島
高
等
学
校

■
内
容　

今
年
は
開
校
５
周
年
を

記
念
し
、仙
台
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
鳴
瀬
第
一
中
学
校
出

身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ニ
ー
ド
ル
」

を
招
待
し
、コ
ン
ト
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
、気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
各
教
科
や
部
活
動
の
展
示
・

発
表
や
、ダ
ン
ス
・
踊
り
・
音

楽
部
の
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表

○
生
徒
に
よ
る
カ
レ
ー
や
と
ん

汁
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
焼
き
そ

ば
な
ど
の
模
擬
店

○
東
松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」の

活
動
紹
介
な
ど

■
問　

東
松
島
高
等
学
校

　

�　

－

９
２
１
１

８２

　

８
月　

日（
金
）、平
成　

年
度

２０

２２

第
１
回
東
松
島
市
行
政
改
革
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、任
期
満
了
し
た
委
員

か
ら
新
た
な
顔
ぶ
れ
で
、任
期
の

２
年
間
、審
議
会
委
員
と
し
て
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。役
所

内
部
か
ら
だ
け
で
な
く
、外
部
か

ら
の
視
点
を
推
進
力
と
し
て
、行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

■
審
議
会
委
員
の
紹
介（
敬
称
略
）

会
長　

雫
石
勝
一（
元
団
体
職

員
、元
市
代
表
監
査
委
員
）

副
会
長　

佐
藤
直
敏（
元
金
融

機
関
出
身
）

委
員　

宮
里
若
枝（
元
小
学
校

長
、現
市
人
権
擁
護
委
員
）

委
員　

相
澤
幸
美
（
Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き

女
性
部
矢
本
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
会
長
）

委
員　

佐
藤
牧
観（
市
商
工
会

理
事
）

■
問　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
班

　

�
内
線
１
２
２
８

●東松島高校校章

東
松
島
高
等
学
校
文
化
祭「
東
松
祭
」の
お
知
ら
せ

東
松
島
市
行
政
改
革
審
議

会
を
開
催

▲審議会の様子

生涯学習カレンダーに広告を掲載しませんか？
　平成２３年度版「東松島市生涯学習カレンダー」に有料広告を掲載する

企業や団体を募集します。

　生涯学習カレンダーは、市内全世帯や公共施設などに配布され、多く

の人が目にする有力な宣伝媒体ですので、ぜひ利用ください。

　募集内容と方法は、下記のとおりです。
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の情報広場街

　

担
任
を
し
て
い
た
頃
、中
学
生

に
な
る
と
勉
強
が
難
し
く
な
り
、

教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
保
護

者
か
ら
よ
く
相
談
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、「
教
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

一
緒
に
考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
子
ど
も
に

教
え
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」と

話
し
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
教
科

に
よ
っ
て
は
難
し
く
な
っ
て
親
の

手
に
負
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。で
も
、教
え
な
く
て
い
い
の

で
す
。親
は
ま
ず
子
ど
も
の
言
う

こ
と
を
よ
く
聞
い
て
、分
か
ら
な

け
れ
ば
正
直
に「
分
か
ら
な
い
の

で
お
母
さ
ん
も
調
べ
て
み
る
か
ら

○
○
君
も
分
か
っ
た
ら
お
母
さ
ん

に
教
え
て
ね
」と
言
っ
て
、自
分
も

勉
強
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

「
早
起
き
は
三
文
の
得
」な
ど
と

教
え
た
次
の
朝
に
お
父
さ
ん
が
寝

坊
し
た
と
し
ま
す
。そ
ん
な
と
き

は
、「
失
敗
し
た
」と
素
直
に
謝
れ

ば
い
い
の
で
す
。「
整
理
整
頓
が
大

切
」と
教
え
た
次
の
週
に
、家
の
掃

除
を
し
な
い
で
出
か
け
て
し
ま
っ

た
ら
、「
○
○
ち
ゃ
ん
に
言
っ
て
い

る
の
に
お
母
さ
ん
ダ
メ
だ
っ
た

ね
」と
謝
れ
ば
い
い
の
で
す
。素
直

に
反
省
す
る
親
を
子
供
は
軽
蔑
し

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
、我
々
大
人
や
親
は
弁

解
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。早

起
き
で
き
な
か
っ
た
の
は
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
て
い
た
と
か
、掃
除

が
で
き
な
か
っ
た
の
は
急
な
お
客

さ
ん
が
来
た
か
ら
と
か
、言
い
訳

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
す
る

と
子
ど
も
は
、理
由
が
あ
れ
ば
約

束
を
守
ら
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
人
や
親
が
自
分
の
未
熟
さ
を

自
覚
し
て
、素
直
に
反
省
し
、努
力

す
る
姿
が
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
ののののののののののののののののののののののののののののの
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ととととととととととととととととととととととととととととと
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話

教
育
長
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話　

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

第　

回
111111111111111111111111111111111111111110000000000000000000000000000000000000000010

―
民
男
流
家
庭
教
育
十
か
条
―

教育長 木村  民  男 
たみ お

九　

親
は
何
も
か
も
立
派
で
な

く
て
い
い
。子
ど
も
と
一
緒
に

成
長
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけた

ときや、ご自身が出産や子育てに悩んだとき

には、児童相談所や市町村の窓口に連絡して

ください。

　悩んでいるのは、あなただけではありませ

ん。周りの信頼できる人や相談窓口にお話し

ましょう。話をすることで“らく”になるこ

とも多いのです。

●家庭児童・ＤＶ相談
　福祉課子育て支援班　�82－1111　内線1188・1190

●子どもの相談
　宮城県東部児童相談所　�95－1121

●宮城県東部保健福祉事務所
　母子・障害班　�95－1431

●子どもの人権110番
　仙台法務局石巻支局　�94－1200

●石巻警察署 生活安全課　�95－4141（代）

　女性は、子育て・家庭・仕事と多方面に責任を負うため環境

的にうつ病を引き起こす多くの要因に囲まれています。

　特に産後はホルモンバランスの崩れに加え、核家族化の進

行による育児の負担などさまざまな社会的背景により「産後

うつ」が増えています。

　そこで、産後うつの特徴やその対応を知る講演会を開催し

ますので、ぜひ参加ください。

●日時　１１月２９日（月）　１０時３０分～１２時

●会場　市コミュニティセンター　２階会議室

●講師　東北大学大学院医学系研究科

　　　　精神神経学分野　医師　菊地  紗  耶 氏
さ や

●対象　妊婦および子育て中の方、または家族の方

　　　　（一般の方も参加可）

●事前申込　１１月１９日（金）まで電話で申し込みください

　　　　　　託児希望の方は相談ください

■問・申し込み　福祉課障害福祉班　�内線１１７５

児童扶養手当制度のお知らせ
■支給対象者　児童を監督・保護し、生計を同じくする母子

家庭・父子家庭・父母以外が児童を養育する家庭（祖父母

など）

　※所得制限などにより手当を支給しない場合があります。

■支給要件　次に該当する児童を監督・保護し、生計を同じ

くする場合に支給します。

○父母が婚姻を解消した児童

○父母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童

○父または母が一定の障害の状態である児童

○父または母が死亡した、または生死が明らかでない児童

○母が婚姻によらないで懐胎した児童

○父または母に引き続き１年以上遺棄されている児童

○母が婚姻によらないで懐胎したかどうかわからない児

童（遺児など）

※詳しい支給要件や手当の支給額、所得制限についての

問い合わせ、支給要件の変更があった場合の届出は、福

祉課まで連絡ください。

■問　福祉課子育て支援班　�内線1187

�
相
談
窓
口
�

１１月は児童虐待防止推進月間です『見すごすな 幼い子どもの SOS』

妊婦さんとお母さんのメンタルヘルス

～産後うつってなあに？～

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成２２年度
自殺予防講習会
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交通ルール 守るあなたが守られる
秋の交通安全県民総ぐるみ運動

　

今
年
も
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
が
、9
月　

日
か
ら　

日
ま
で
実

21

30

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、　

日（
火
）の
出
動
式
と
駅

21

前
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
を
皮
切
り

に
、　

日（
水
）夕
方
に
は「
飲
酒
運
転
根

22

絶
作
戦
」を
実
施
。　

日（
土
）に
は
、ヨ
ー

25

ク
ベ
ニ
マ
ル
矢
本
店
前
や
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
矢
本
店
前
で「
シ
ル
バ
ー
ナ
イ
ト
作

戦
」と
し
て
自
転
車
乗
用
者
や
高
齢
者
へ

の
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日（
月
）に
は
、市
コ
ミ
ュ
ニ

27

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

大
会
を
行
い
、運
動
の
基
本
で
あ
る
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

▲秋の交通安全に出発（出動式）

▲シルバーナイト作戦（マックスバリュ矢本店前）

災害に備えた防災体制づくり
宮城県防災指導員養成講習会

▲グループに分かれ図上訓練

▲勝利を喜ぶチームメンバー▲月夜にハープの調べも優雅

　
　

月　

日（
土
）か
ら　

日（
月
）

11

13

15

ま
で
、太
田
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
東

京
都
内
の
球
場
で
開
催
さ
れ
る
全

国
青
年
大
会
軟
式
野
球
競
技
。宮

城
県
か
ら
は
鳴
瀬
ブ
ラ
ッ
ク
ス

（
石
垣 
亨 
監
督
）が
出
場
し
ま
す
。

と
お
る

　

同
チ
ー
ム
は
、8
月
の
宮
城
県

青
年
体
育
大
会
で
優
勝
を
飾
り
、

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。全
国
大

会
の
優
勝
を
期
待
し
ま
す
。

　

蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
ひ
と
・
ま
ち

交
流
館
を
会
場
に
9
月　

日（
土
）、

25

お
月
見
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、現
在
、石
巻

市
立
女
子
高
等
学
校
な
ど
で
吹
奏

楽
部
ハ
ー
プ
講
師
を
務
め
る
鶴
岡

 
真  
知  
子 
さ
ん
が　

曲
を
演
奏
。

ま 

ち 

こ

10

ハ
ー
プ
の
優
美
な
音
色
に
、約　
60

人
の
観
客
は
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月　

日（
日
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

12

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
防
災
指
導
員
養

成
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、市
内
自
主
防
災

組
織
構
成
員　

人
が
参
加
し
、指

45

導
員
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。講

師
の
東
北
工
業
大
学
大
沼 
正  
昭 
教

ま
さ 
あ
き

授
よ
り
、地
震
災
害
の
防
災
方
法

な
ど
を
受
講
。今
後
の
震
災
対
策

推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

優美な音色に癒される
お月見ハープコンサート

鳴瀬ブラックスが宮城県代表
第５９回全国青年大会出場

▲駅前交通マナーアップ作戦（矢本駅前）
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▲金さんは常に河北展入選の芸術家です▲火おこし競争では入賞者に縄文グッズをプレゼント

▲参加者みんなで“本音でトーク”
縄文グルメを味わう

縄文まつり

じっくり話そう東松島のまちづくり
本音でトークinあったかいホール

みんなに喜んでもらいたい
 金  清  治 さん絵画を地元に寄贈
こん きよ じ

　

9
月　

日（
日
）、南
区
東
地
区

19

セ
ン
タ
ー
で
南
三
区
の
敬
老
会
が

行
わ
れ
、そ
の
席
上
で 
金  
清  
治 
さ

こ
ん 
き
よ 

じ

ん
よ
り
絵
画
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
さ
ん
は
、「
地
域
の
役
に
立
ち
、

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
、市
の

文
化
・
芸
術
の
振
興
の
一
助
に
な

れ
ば
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
に
も
矢
本
二
中
や
福
祉
施
設
に

も
作
品
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日（
日
）、縄
文
村
歴
史

10

10

資
料
館
で
縄
文
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
親
子
連
れ
な
ど
2
、2

0
8
人
の
観
客
が
来
場
。人
気
の

縄
文
体
験
や
火
お
こ
し
な
ど
が
行

わ
れ
、縄
文
人
の
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。ま
た
、縄
文
料
理
と
し
て

縄
文
ク
ッ
キ
ー
や
鹿
肉
の
炭
火
焼

き
な
ど
が
、振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

9
月　

日（
火
）、『
本
音
で
ト
ー

28

ク　

あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル
』（
東
松

in
島
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
約　

人
の
方
々
に
よ
る
フ

30

リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
地
域
づ
く
り

を
担
っ
て
く
れ
る
若
い
人
材
が
育

た
な
い
」な
ど
が
話
題
と
な
り
、活

発
に
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月　

日（
水
）、新
学
校
給
食

29

セ
ン
タ
ー
整
備
・
運
営
事
業
の
安

全
祈
願
祭
が
、川
下
ひ
び
き
工
業

団
地
内
の
建
設
予
定
地
で
開
か

れ
、阿
部
市
長
や
事
業
者
の　

東
（株）

松
島
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

の
関
係
者
に
よ
る 
鍬 
入
れ
な
ど
が

く
わ

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
・
運
営
事
業
は
、民
間
活
力
を
導

入
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
も

の
。新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
予
定
は　

年
7
月
頃
で
、小
・
中

23

学
校
の
2
学
期
始
業
に
合
わ
せ
て

供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

おいしい給食の提供と食育の拠点に
新学校給食センター　安全祈願祭

　
　

月
3
日（
日
）、市
健
康
増
進

10
セ
ン
タ
ー「
ゆ
ぷ
と
」・
栄
町
街
区

公
園
な
ど
を
会
場
に
、東
松
島
市

健
康
福
祉
ま
つ
り（
同
実
行
委
員

会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、健
康
と
医
療
・

福
祉
・
運
動
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、当
日
は
約
2
、1

0
0
人
が
来
場
。縁
日
コ
ー
ナ
ー

で
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ゆ
ぷ
と
」の
プ
ー
ル
で
は
、元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
日
本
代
表
の

長
崎 
宏  
子 
さ
ん
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア

ひ
ろ 

こ

水
泳
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ゆぷとで楽しく 健康・体力づくり
第３回健康福祉まつり

▲安全祈願を行う市・事業者側の関係者

▲楽しかった長崎宏子さんのジュニア水泳教室（ゆぷとプール）
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秋空に響く津軽三味線の調べ
宮戸市民センター ミニコンサート

▲渋谷さんによる津軽三味線の演奏

▲拉致被害者の帰国を願い横田さん夫
妻（中央）と童謡「ふるさと」を合唱

▲大塩小鼓笛隊による記念演奏（地区体育館内）

　
　

月
4
日（
月
）、乗
合
タ
ク

10
シ
ー〝
ら
く
ら
く
号
〞の
乗
車
人
数

が
3
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

3
万
人
目
に
乗
車
さ
れ
た
の

は
、 昆  
野  
和  
子 
さ
ん（
立
沼
）。乗
車

こ
ん 

の 

か
ず 

こ

記
念
と
し
て
、市
と
市
商
工
会
か

ら
花
束
と
乗
車
券（
6
枚
つ
づ

り
）、 焼  
海  
苔 
、イ
ー
ト
の
ぬ
い
ぐ

や
き 

の 

り

る
み
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

昆
野
さ
ん
は「
ら
く
ら
く
号
は

と
て
も
乗
り
心
地
が
良
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
」と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

現
在
、ら
く
ら
く
号
は
1
日
平

均　

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

110

　
　

月
8
日（
金
）、東
松
島
市
社

10
会
福
祉
大
会
2
0
1
0（
東
松
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）が
、市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
、北
朝
鮮
拉
致
被

害
者
家
族
会
の
横
田 
滋 
・ 
早  
紀  
江 

し
げ
る 

さ 

き 

え

夫
妻
が「
拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ

ず
、世
論
を
高
め
て
政
府
を
動
か

し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
日
）、大
塩
市
民
セ

10

10

ン
タ
ー
と
大
塩
地
区
体
育
館
の
落

成
祝
賀
会
が
開
か
れ
、記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、大
塩
小
鼓
笛
隊
と

石
巻
地
区
広
域
消
防
音
楽
隊
が
記

念
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
内
は
オ
ー
ル
電

化
で
図
書
室
・
民
俗
資
料
展
示
室

な
ど
が
あ
り
、体
育
館
は
ア
リ
ー

ナ
や
観
戦
席
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
　

月
6
日（
水
）、宮
戸
市
民
セ

10
ン
タ
ー
で
、秋
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
黒
石
市
在
住
の
若
き
津

軽
三
味
線
奏
者
の
渋
谷 
幸  
平 
さ
ん

こ
う 
へ
い

と
演
歌
歌
手
の
か
す
み
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、約　

人
の

80

方
が
来
場
。本
場
の
津
軽
者
三
味

線
の
調
べ
に
感
動
す
る
声
や
手
拍

子
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

デマンド乗合タクシー快走中
らくらく号　利用者３万人達成

　

石
巻
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

で
は
7
月
中
旬
に
石
巻
ヤ
ク
ル
ト

子
ど
も
見
守
り
隊
を
結
成
。現
在
、

石
巻
市
内
の
ほ
か
、ヤ
ク
ル
ト
販

売
矢
本
セ
ン
タ
ー
で
も
、ヤ
ク
ル

ト
レ
デ
ィ
な
ど　

人
と　

台
に
よ

15

20

り
、矢
本
東
・
大
曲
小
学
校
の
学
区

内
で
、業
務
中
の
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、会
社
設
立　

年
目
に

54

あ
た
り
、地
域
へ
の
貢
献
を
考
え
、

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
子
ど
も
た
ち

も
小
さ
い
の
で
、パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
始
め
た
も
の
で
す
。

安全・安心なまちづくりに貢献
石巻ヤクルト子ども見守り隊

▲イ～ナと一緒に記念撮影する昆野さん（右）

▲ヤクルトレディの子ども見守り隊

大塩地区の活動拠点が一新
大塩市民センター・大塩地区体育館が落成

横田滋・早紀江夫妻が講演
市社会福祉大会2010
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大曲地区民まつりを開催
11月13日(土)～14日(日)

　協議会では、住み良いまちにするため、安全･安心なまちづ
くりを進めています。まちづくり委員も当初の108人から
133人に増やしました。防犯活動に力を入れ、毎月の｢５の日
運動｣の防犯パトロールも大曲小低学年児童の下校時間に合
わせて実施。父兄の協力者も増えるなど、皆さんの協力に感
謝しています。さらに、３月から稼働した防犯カメラにより
違反広告物が減少。公共物のいたずらや破損も少なくなりま
した。今後は｢カメラ作動中｣の表示看板を目立たせ、犯罪の
抑止効果を上げていきます。
　また、一人ひとりが協力して住み良いまちづくりをするた
めには、コミュニケーションが欠かせません。今年は｢朝市｣
や｢防災の集い｣などのイベントを初開催。今後も継続して多
くの地区民が参加し、交流できるようにしたいと思います。
今後の課題としては、現在の組織を見直し、より一体感のあ
る組織にし、市内８地区自治組織の情報交換を行い、交流を
積極的に進めたいと考えています。

動き始めた協働のまちづくり⑯
シリーズみんな

がんばってます!

◆協働のまちづくりが本格スタートして1年が過ぎました。大曲まちづくり協議会でも昨年度を振り返り、さらに今年

度の目標に向けて協働のまちづくりに取り組んでいきます。

大曲まちづくり協議会

住み良いまちづくり 安全安心な大曲地区を目指して

このコーナーでは､各地域自治組織のまちづくりの取り組みをシリーズで紹介します｡

今回は｢大曲地区｣の取り組み状況です｡

安全で安心なまちづくりで
住み良いまちに

　鈴木さんは温厚で誠実な人柄

で、人々を和ませてくれる活題

の豊富な方です。また、責任感が

強く、まちづくり事業への取組

みを行動で示してくれる頼れる

会長とのことです。

大曲まちづくり協議会

会長　鈴木　 敏  正 さん（横沼西）
とし まさ

　まちづくり委員として、イベントなど

に参加するのが楽しみです。特に、鈴木

会長や役員の皆さんと会って話をする

のは楽しいひとときです。

　まちづくりが始まってからは、公園な

どの施設がきれいになり、お互いに声を

掛けやすくなりました。草刈りなどの作

業は大変ですが、健康増進に役立つ上、

みんなで一緒にやるのは、親交も深まり

まちづくりに参加するのは楽しい

楽しくやれるので良いことだと思います。

　また、大曲市民センターは雰囲気も良く、いろいろな人と会えて話

もでき、勉強にもなり、集まるのが楽しくなります。

　ぜひ、来たことがない方も気軽に来てもらいたいと思います。

　大曲市民センターは、大曲地区体育館とともに文化活動、
健康づくり、まちづくりやボランティアなど地区民活動の
拠点施設として満足していただけるよう、阿部所長以下9
人で頑張っています。
　
◆地域の情報については、月ごとに｢市民センター報ブーメ
ラン｣と大曲まちづくり協議会の広報紙｢まちづくりかわ
ら版｣を交互に発行しています。

　
■問　大曲まちづくり協議会
　　　（大曲市民センター　�82-5965）

まちづくり委員

三浦  由  三 さん（上浜一）
よし ぞう

　毎年恒例の大曲地区民まつりを開催します。まつりは地

区民が一堂に会してふれあい･楽しみ･互いにつながり、住

み良い地域社会になるよう開催されます。ぜひ、ご近所･ご

家族などお誘い合わせの上、ご来場ください。

■日時　11月13日(土)  ９時～16時／14日(日)９時～15時

■会場　大曲市民センター

■内容　・大曲小学校児童による｢小学生夢語り｣や｢大曲

小和太鼓｣

・餅つきの実演(餅つき唄)

・昔の遊び、ゲーム(大曲を知ろう)

・ふれあい太鼓アトラクション

・地場産品即売、バザー、フリーマーケット、喫茶、

　食堂

・各種作品展示　　・抽選会など

■主催　大曲まちづくり協議会

■問　大曲市民センター　�82-5965

▲後列左から　雫石 勝  彦 地区体育館管理人、津田 礼  子 清掃員、
かつ ひこ れい こ

川崎 真  澄 まちづくり指導員、小泉 信  也 管理人、片倉 翼 管理人
ま すみ しん や たすく

　前列左から　藤原 真  奈  美 総務主任、芳賀 美  知  雄 事務長、阿部
ま な み み ち お

 礼 
れい

 哉 
や

所長、阿部 功  子 生涯学習指導員
こう こ

大曲市民
センター
職員の皆
さん
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M
A
NA

-be!
M
A
NA

-be!
M
A
NA

-be!

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

生涯学習情報コーナー�

平
成　

年
度

23

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

掲
載
原
稿
募
集

　

生
涯
学
習
課
で
は
、平
成　

年
２３

度
の
生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
を
希
望
す
る
、市
民
を
対
象
と

し
た
行
事
を
募
集
し
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
が
目
に
す
る
生
涯

学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、あ
な
た
の

活
動
に
、ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

希
望
の
方
は
左
記
ま
で
、連
絡

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

氏
名（
団
体
名
）・

行
事
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。メ
ー
ル

で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日（
水
）ま

１２

２２

で
※
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
は
平
成　

年
２３

３
月
末
の
予
定
で
す
。

■
問
・
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班　

�
内
線
３
２
０
１
〜
３
２
０
３

 
　
　

－

６
９
３
３

８２

Ｅ
メ
ー
ル：

s
y
o
g
a
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ

ん
か
ら
の
生
涯
学
習
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。掲
載
し
て

ほ
し
い
情
報（
一
般
市
民
向
け
）

が
あ
れ
ば
、連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

班　

�
内
線
３
２
０
３

　宮城県芸術祭に出品された中から､絵画･書道

の優秀作品を巡回展示します。

　入場無料｡日ごろ目にすることの出来ない優れ

た美術作品を､この機会に､ぜひご鑑賞ください｡

　なお､県内では本市のみの開催です｡

■日時　11月11日(木)～15日(月)

　　　　９時～17時

■会場　東松島市コミュニティセンター

※来場された方には､もれなく

　豪華出展目録を進呈します｡

■問　生涯学習課社会教育班

　　　�内線3203

　東松島市では市民を対象として、生涯学習活動に取り

組む方や興味のある方を支援しています。

　“いつでも・どこでも・だれでも・なんでも”が合言葉。

　まずは参加してみませんか。

■日時　①11月10日（水）19時～

　　　　②11月17日（水）19時～

■会場　市コミュニティセンター　１階集会室

■内容　心踊る足どりはずむ生涯学習をめざして

　　　　～人が集まるプログラムの作り方～　全２回

■講師　前大郷町教育委員会教育長　鎌田光彦氏

　　　　（生涯学習・社会教育のスペシャリストです）

■対象　東松島市民

※２回シリーズの講座ですが、どちらか１回の

参加でも構いません。

■問・申し込み　生涯学習課社会教育班

　　　　　　　 �内線3201～3203

絵画・書道展東松島展

第47回 宮城県芸術祭生涯学習支援者養成講座

 微  助人 講座
び すけっと

平成２３年　成 人 式　開催
　市では平成23年成人式を、下記の日程で開催します。

　市内在住の対象者には12月初旬頃に案内の文書を送付しますが、

市外に転居された方で連絡のない方には、案内ができません。また、

当日の次第名簿に掲載できませんので、お手数でも連絡をお願いし

ます。（家族の方からの連絡でも構いません。）

■日時　平成23年1月9日（日）

　　　　13時開式

　　　　（12時30分受付開始）

■会場　市コミュニティセンター

■対象者　平成２年４月２日～平成

３年４月１日生まれの方

▲平成22年成人式の様子
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MANA-be!　まなびぃ

１１月３日 赤井ビクトリー１５周年記念大会 鷹来の森運動公園

１１月３日 第８回東松島市バドミントン大会 市民体育館

１１月７日 第２回矢本西地区センター対抗バレーボール大会 市民体育館

１１月１４日 第２回赤井地区センター対抗家庭バレーボール大会 赤井地区体育館

１１月２１日 大曲地区センター対抗バレーボール大会 大曲地区体育館

１１月２８日 第１５回ヤッくんカップ争奪家庭バレーボール大会 市民体育館

市内体育施設で行われるスポーツイベント

■日時　１１月２８日（日）　８時３０分より開会式

■会場　東松島市民体育館

■種目　男子ビニールの部・女子ビニールの部

■参加資格　家庭バレーボールを愛好するチーム

■参加料　１チーム３，０００円　

　　　　　　※家庭バレー協会登録チームは２，０００円

■申込方法　１１月１９日（金）まで申し込みください（FAXでの申し込み

可）

■申し込み先　市民体育館２階　体協事務局　鈴木まで

■監督会議　１１月２４日（水）１９時から、市民体育館２階研修室で行い

ます。

　　　　　　※参加料を忘れずにお持ち下さい。

■問　東松島市体育協会事務局（生涯学習課スポーツ振興班）

　　　�８２-９０３０　 FAX８２－１１７０

　コースを鷹来の森運動公園周辺に設定し、県内外からの有力選手が疾走します。

　多くの皆さんの参加とご声援をお願いします。

■日時　12月12日（日）　9時10分開会式

■コース　鷹来の森運動公園周辺コース

■種目　①高校・一般男子　8，000ｍ　②高校・一般女子　3，000ｍ　③中学男

子　3，000ｍ　④ファミリー（小学1～3年生男女と親のペア）　1，

500ｍ　⑤中学女子　3，000ｍ　⑥高校・一般男子　4，000ｍ　⑦壮

年男子（40歳以上）　4，000ｍ　⑧小学男子（小学4～6年生）　2，000

ｍ　⑨小学女子（小学4～6年生）　2，000ｍ

■締め切り　11月29日（月）

■参加料　小・中学生（１人）　　　　 1，000円

　　　　　高校・一般・壮年（１人）　　1，500円

　　　　　ファミリー（１組）　　　　1，500円

■問・申し込み　東松島市体育協会事務局（生涯学習課スポーツ振興班）　

　　　　　　　 �82-9030

第15回 ヤッくんカップ争奪

家庭バレーボール大会参加チーム募集

　カラオケのど自慢・郷土芸能などの

ステージ発表や、写真・絵画などの展示

発表があり、幅広い年代で楽しめる企

画が満載。

　また、来場者のお腹を満たす美味し

い出店もあります。

■日時　11月28日（日） ９時30分開会

■会場　石巻市河北総合センター

　　　　ビッグバン

■問　生涯学習課社会教育班　

　　　�内線3203

今年も開催

石巻地区青年文化祭

『 石  青  祭 』
せき じょう さい

～一期一会
Rock in ビッグバン
FESTIVAL
  with　石青祭～

第44回 やもとクロスカントリー大会参加選手募集

▲親子で参加しませんか
　（前回大会 ファミリーの部より）
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広告

ゆぷと通信東松島市
健康増進センター

　11月に入り､だんだんと寒くなり､日が暮れるのも早くなりました｡寒くなるこの時期に

こそ､積極的に身体を動かして､脂肪を燃焼させましょう！そして基礎代謝が上がるように

たくさん【貯筋】をしていきましょう。

【営業時間】平日/１０時～２２時　土日祝/１０時～２１時

【休 館 日】毎週木曜日（祝日の場合翌日）

※プール・トレーニングジムの利用は、閉館３０分前ま

でとなります。

【問】　�８４－３８５５

○利用者大抽選会

（１人１回）

○トレーニングジム

利用者にドリンク

をプレゼント

○水よーよーつり

（限定50個)

１１時１５分～と

１３時１５分～の２回

『ゆぷと』って、何があるの?『ゆぷと』って、何があるの?
シリーズ⑧シリーズ⑧　トレーニングジムトレーニングジムそのその22

　前回は、トレーニングジムの概要についてお知らせしました。

今回は、その中でも【有酸素運動のマシン】を紹介します。

　有酸素運動とは、酸素を体内に取り込み、主に脂肪をエネル

スタッフ紹介

　清掃を担当している千葉です。

ゆぷとを利用してくださるお客様

と、健康でいつづけるためのコ

ミュニケーションをとりながら、

仕事を通して１日１日共に楽しく

過ごしていきたいと思います。
千葉　 泰  子 さん

たい こ

　今年の冬も、ゆぷとのあったかプールでおもいっきり遊

んで、運動不足を解消しましょう。

　～子供限定～ 特別利用回数券

　５枚＝1,000円(１枚あたり200円)

■発売期間　11月１日(月)～平成23年２月28日(月)まで

■有効期限　平成23年３月30日(水）まで

冬･子供限定回数券販売します

ギー源として身体を動かす

運動のことです。一般的には、

ウォーキングやジョギング、

水泳など長めに身体を動か

す運動を指します。

　ゆぷとのトレーニングジム

では、主に５種類の有酸素

運動のマシンがあります。初

めての方は、2種類の自転車

やトレッドミル(ウォーキング

やジョギングができます)、少

し強度を上げたい方は、

AMT(４月に導入)やクロス

トレーナーのマシンがオスス

メとなります。使用方法など

は、ジムスタッフにお尋ねく

ださい。ぜひ１度使ってみて

ください。

11月21日（日）に
「ゆぷとまつり」を開催

幼児プールにて

○わたあめプレゼント、駄菓子つかみ取り（子供限定）

○地場産品の販売　　○健康相談（10時～14時）

○25mプールでは「わくわくランド」（楽しい遊具が使え

る）をやってるよ（10時～15時50まで）

※詳しくは、ゆぷとまで問い合わせください。

Training gym

▲水よーよーつり（幼児プール）
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野
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則
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止
で
す

　

「
ご
み
焼
き
を
し
て
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る
」、「
煙

が
家
に
入
っ
て
き
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大
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だ
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ど
の
、野
焼
き
に
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る
苦
情
が
多

く
寄
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れ
て
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す
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焼
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は
法
律
で
禁
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さ
れ
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則
も
あ

り
ま
す
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焼
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は
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所
の
皆
さ

ん
の
迷
惑
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も
な
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行
為
で
す
。

●
野
焼
き
と
は

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
、ご

み
を
燃
や
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
、ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上

げ
た
だ
け
の
炉
や
設
備
の
十
分
で

な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却
も
野
焼
き

と
同
じ
に
み
な
さ
れ
ま
す
。

●
野
焼
き
の
例
外

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

廃
棄
物
の
焼
却

②
災
害
・
風
水
害
・
火
災
・
凍
霜
害

そ
の
ほ
か
の
災
害
の
予
防
、応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
の

行
為

③
風
俗
習
慣
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ま
た
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教
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の

行
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例：
ど
ん
と
祭
な
ど
）

④
た
き
火
そ
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他
日
常
生
活
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営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
行
為

（
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た
き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
で
行
う
木
く
ず
の
焼
却
）

⑤
農
業
や
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
や
む
を
得
な
い
行
為

※
野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
に
該
当

し
て
も
、近
所
の
迷
惑
や
周
辺
環

境
へ
著
し
い
影
響
を
与
え
る
な
ど
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せ
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れ
た
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こ
の
ま
ま
で
は
、減
量
目
標
の

平
成　

年
度
ま
で
年
間
９
、９
２

２３

９
�
が
達
成
で
き
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

環
境
課
で
は
、市
民
に「
ご
み
の

分
別
・
減
量
化
」を
よ
り
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、希
望
に
よ
り
説
明

会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が「
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
」に
取
り
組
み
、

貴
重
な
資
源
と
財
源
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

可
燃
ご
み
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
ま
す

　

市
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご

み
が
平
成　

年
度
か
ら
少
し
ず
つ

２１

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

●野焼きはやめましょう

　１０月３日（日）、定川および北上運河沿岸で、定川ク

リーン作戦が開催されました。

　当日は、１３会場に約８００人が参加し、空き缶・空きび

ん・廃タイヤ・テレビ・自転車など１．６�ものゴミを回収

しました。

　皆さんのご協力に感謝します。

■主催　東松島市定川清流化推進協議会　

■問　協議会事務局（環境課環境班）　�内線１１５２

▲定川沿岸での清掃活動（南赤井）

東松島市における可燃ごみの搬入量と減量目標

23年度22年度21年度20年度19年度18年度

12,00011,00010,28810,25412,18212,072搬 入 量

9,92910,35810,78611,21511,64312,072減量目標

　※22・23年度の搬入量は､今後の予測値を充てたもの

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

18年度�
※22・23年度の搬入量の推移は、今後の予測値に基づくもの�

19年度�20年度�21年度�22年度�23年度�

搬入量� 減量目標�

搬入量(t)

ごみが増えないよ
うに、みんなで減
量しましょう。
リバウンドはダメ
です。

（単位：ｔ）

定川クリーン作戦 
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

可燃ごみの搬入量と今後の推移
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ヘルシーインフォメーション�

■□ 健康相談・予防接種のお知らせ □■

※予防接種の該当者には、事前に予診票を送付します。予診票が届かない方や転入された方は連絡ください。
※乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。
■問　健康推進課健康推進班　�内線3102・3110

会　　　場受付時間実施月日対　　象　　者行　　事

矢本保健相談センター

9:50～10:00
１１月１日（月）
１１月１５日（月）
１２月６日（月）

妊娠された方母 子 手 帳 交 付

9:30～11:30１１月９日（火）妊産婦および乳幼児とその保護者の方妊産婦・子どもの健康相談

13:00～13:30

１１月２日（火）平成２０年１０月～１２月生　追加

三 種 混 合 予 防 接 種 １１月１６日（火）平成２２年４月～６月生　１回目

１２月７日（火）平成２２年４月～６月生　２回目

13:00～13:30
１１月５日（金）平成２１年７月～８月生　第１期

麻しん風しん混合予防接種
１２月８日（水）平成１６年１０月～１２月生　第２期

13:00～13:30１１月１９日（金）平成２２年７月２７日～８月１９日生B C G 予 防 接 種

9:00～9:20１１月１８日（木）平成２２年４月生７ カ 月 健 康 相 談

13:00～13:20１１月１８日（木）平成２２年１月生１０ カ 月 健 康 相 談

〈対象年齢 ９歳以上１３歳未満〉

　８月２７日より、日本脳炎予防接種２期の接種につ

いて、新ワクチン「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」

での接種が可能となりました。

　法定年齢内（９歳以上１３歳未満）の方であれば、定

期接種として無料で接種できます。また、積極的な勧

奨を差し控えることにより、１期の法定年齢（６カ月

～７歳半未満）を過ぎてしまっても、２期対象年齢内

（９歳以上１３歳未満）に１期不足分を無料で接種可能

となりました。

　ただし、ワクチンの供給量などの面から、一斉通知

は行いませんので、接種希望の方は健康推進課まで

連絡ください。

　なお、すでに２期の接種対象年齢を超えている方

への対応はありませんが、今後、国より示された時に、

お知らせします。

■問　健康推進課健康推進班　�内線３１１０

■□日本脳炎予防接種２期が再開されます□■

　今年度も69歳以下の女性を対象に実施します｡申込者

には検診会場記載の受診票を送ります。

　都合により指定日に受診できない方は､下記日程の都

合の良い日に受診してください。

■□ 骨密度健診のお知らせ □■■□ 　　　　 　　　　 　　　□■乳がん検診のお知らせ（矢本地区）

　矢本地区の乳がん検診を､11月22日（月）～12月6日

（月）までの11日間､下記の日程で実施します。

　まだ､申し込みをしていない方で受診希望される方は､

早めに申し込みください。

会　　場受付時間実施月日

矢本保健相談センター

９：００～１１：３０
11月24日(水)

１３：００～１５：００

９：００～１１：３０
11月25日(木)

１３：００～１５：００

９：００～１１：３０
11月26日(金)

１３：００～１５：００

野蒜市民センター
９：００～１１：３０

11月29日(月)
１３：００～１５：００

鳴瀬保健相談センター
９：００～１１：３０

11月30日(火)
１３：００～１５：００

■問　健康推進課健康推進班　�内線3110

会場対象地区（矢本地区）受付時間実施月日

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

上町一･上町二･上町三･北区官舎･西新町８：００～８：３０
１１月２２日
（月）

河戸･四反走９：３０～１０：００

駅前･上河戸一１２：００～１２：３０

上河戸二･上河戸三･上河戸四８：００～８：３０
１１月２４日
（水）

下町一･下町二９：３０～１０：００

若葉･下浦１２：００～１２：３０

下町四･下町五８：００～８：３０
１１月２５日
（木）

下町三･大溜９：３０～１０：００

東大溜･浜須賀１２：００～１２：３０

関の内一･関の内二８：００～８：３０
１１月２６日
（金）

関の内三･作田浦９：３０～１０：００

南浦官舎･自衛隊･立沼１２：００～１２：３０

鹿妻一･鹿妻二･道地･上小松･沢田８：００～８：３０
１１月２９日
（月）

前里･手招･前柳･下小松９：３０～１０：００

谷地･小松台１２：００～１２：３０

上納･貝田８：００～８：３０
１１月３０日
（火）

横沼西･横沼一９：３０～１０：００

五味倉･横沼東１２：００～１２：３０

横沼二･貝殻塚一８：００～８：３０
１２月１日
（水）

筒場･高田９：３０～１０：００

貝殻塚二･上浜一･下浜一１２：００～１２：３０

上浜二･上浜三･下浜二･照井８：００～８：３０
１２月２日
（木）

御下･中東･寺･八幡９：３０～１０：００

六槍･裏･横関･南一１２：００～１２：３０

南二･南三･新川前８：００～８：３０
１２月３日
（金）

南六･南緑９：３０～１０：００

南四･南五･小分木･裏二１２：００～１２：３０

南新一･柳北８：００～８：３０
１２月４日
（土）

南新二９：３０～１０：００

柳上･柳下１２：００～１２：３０

柳西･塩入･表８：００～８：３０
１２月６日
（月）

中９：３０～１０：００

大島･裏一１２：００～１２：３０

■問　健康推進課健康推進班　�内線3110
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食のリレートーク�第12回�

笑顔あふれる給食づくりを目指して�

東松島市保育所調理師会　浅野　美佐子�
み さ こ �

　移動献血車がきます。皆さんのご協力をお

願いします。

■日時　１１月２１日（日）　

　１０時～１２時／１３時～１６時３０分

■会場　ロックタウン矢本

※今回の献血は、１６・１７歳の方は２００cc献血、

１８歳以上の方は４００cc献血で実施します。

■問　健康推進課健康推進班

　　　�内線３１１０

■□   □■

　思春期や更年期の身体的・精神的不調、家

庭や職場でのストレスなどで悩んでいる女性

の相談に応じます（完全予約制・相談無料）。

■日時・会場

　１１月６日（土） １４時～１７時　石巻市

　１１月２０日（土） １４時～１７時　大崎市

※会場詳細は予約時にお伝えします。

※仙台市に通勤・通学している方は仙台市

会場（エルソーラ仙台）でも相談できます。

■申し込み　相談希望の方は下記予約専用

電話に、予約してください

■予約専用電話　宮城県女医会女性の健康

相談室　�090-5840-1993

　保育所には、生後６カ月の赤ちゃんから就学前

の５歳児までの子どもたちがいます。

　私たち保育所に勤務する調理師は、保育所の子

どもたちの健やかな成長を願い、毎日給食をつくっています。市の栄養士

とともに献立を考え、できるだけ地域の産物を使い、旬のおいしいものを

取り入れる工夫をしています。

　子どもの食事は、生涯の食事の基礎ができる大切な時期なので、担任

の保育士とも連携をとりながら、食べられる食材が増えるように刻み方

や盛り付け方など、一人ひとりの子どもの様子をみながら給食づくりをし

ています。また、新しい献立は必ず全施設の調理師で実習を行い、衛生の

管理を徹底させるための勉強もしています。

　保育所では、食育の観点から年長児が自分たちで野菜を育て、収穫し

たものを給食で食べることもあります。お昼の給食のときに、その野菜が

入っていると、野菜嫌いの子どもも「自分で育てた、ナスの味噌汁おいし

いね」とか「ピーマン食べられるようになったよ」など、うれしい声が聞か

れるときがあります。

　いつも給食やおやつを楽しみに待ってくれる子どもたちを見ることが、

調理師をしていて良かったなあと思う瞬間

です。

　私たち調理師の栄養源は、子どもたちの

笑顔です。これからもおいしく安全な給食

を提供できるように、子どもたちのあふれる

笑顔がたくさん見られるようにがんばって

いきたいと思います。

　次回は、不老園の齊藤洋子さんです。

ス
ト
ッ
プ
！
自
殺

　

自
殺
し
た
い
気
持
ち
を
打
ち
明

け
ら
れ
た
時
、誰
も
が
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
困
惑
し
て

し
ま
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合

は
、次
の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
ょ

う
。

１ 

話
し
を
は
ぐ
ら
か
さ
ず
、本

人
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。

※
辛
い
心
境
を
じ
っ
く
り
聴
い
て

も
ら
う
こ
と
で
本
人
の
気
持
ち

は
楽
に
な
り
ま
す
。

 

傾
聴
の
ポ
イ
ン
ト

・
真
剣
な
態
度
で
自
殺
の
事

を
聴
く
、話
す

・
相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

る（
せ
か
さ
な
い
）

・
共
感
を
伝
え
る（
例：

「
辛

か
っ
た
ね
」「
よ
く
、耐
え
て

き
た
ね
」「
何
と
言
っ
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で

す
」

「
死
に
た
い
」と
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら

■□ 　　　　 　　　　 　　　□■献血にご協力ください

▲東松島市保育所調理師会の皆さん

女 性 医 師 に よ る
女 性 の 健 康 相 談

２ 

本
人
を
責
め
た
り
、叱
咤
激

励
し
た
り
、世
間
一
般
の
常
識

を
押
し
付
け
た
り
す
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

 

言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉

「
頑
張
れ
」

「
命
を
粗
末
に
す
る
な
」

「
逃
げ
て
は
ダ
メ
だ
」

「
そ
の
う
ち
ど
う
に
か
な
る

よ
」

３ 

話
し
を
そ
ら
さ
ず
に
、本
人

の
気
持
ち
を
十
分
受
け
止
め
た

上
で
、「
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
」

気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。

４ 

体
調
の
話
が
本
人
か
ら
出
た

ら
、不
眠
、食
欲
低
下
、気
分
の

落
ち
込
み
な
ど
の
症
状
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療

で
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く
な
る
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を
伝
え
ま
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う
。

５ 

専
門
機
関（
医
療
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関
、市
役

所
、こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
な
ど
）

に
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談
す
る
よ
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勧
め
ま
し
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う
。

■
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　

�
内
線
１
１
７
５
・
１
１
７
６
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○
作
品
評

北
里
大
学
客
員
教
授（
医
学
博
士
）
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拓
生
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。
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言
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つ
な
ぎ
と
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、日
常
で
の
経
験
や
思
い
を
俳
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や
川
柳
の
よ

う
に
五
七
五
の
形
を
基
本
に
自
由
な
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の
作
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に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
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す
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　７回目の今回は､｢メタボリックシンドローム予防のための食事｣についてです｡

　メタボと生活習慣病の悪者は｢内臓脂肪｣です｡この内臓脂肪は､食べ過ぎによって過剰に摂

取したエネルギーが蓄えられたものです｡

　1日の食事・間食の中で食べ過ぎ傾向の見られる食品として果物やお菓子､お酒などがあげ

られます｡果物は食物繊維やカリウムが豊富に含まれており､健康な人で毎日80～160kcal

程度（りんご半分+バナナ１本くらい）食べることが勧められています｡しかし糖質も多く含

まれていますので食べ過ぎた分は中性脂肪に変わります｡お菓子は｢適度に楽しく｣が基本で

す｡目安は1日に100～200ｋcalになります｡栄養表示を参考にするとよいでしょう｡お酒は

エネルギー量が多い上に､飲みすぎると高血圧･動脈硬化を進行させます｡週に２回は休肝日

を設け､1日に日本酒なら１合､ビールなら中ビン１本程度に抑えましょう｡

　食生活を見直すとともに前号の運動とあわせて､消費エネルギーと摂取エネルギーのバラ

ンスを良好に保ち、メタボを予防しましょう｡

　次回は､糖尿病についてお知らせします｡

■問　健康推進課健康指導班　�内線3104

〔メタボリックシンドローム予防のための食事〕

　特定保健指導で皆さん

の健康づくりをお手伝い

させていただいています。

　私自身､健康のため週

２～３回のウォーキング

を実践しています｡皆さ

んも気持ちのいい汗を流

してみませんか｡

石森 かおり
臨時管理栄養士
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ヘルシーインフォメーション�
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■問い合わせ　東松島市役所　�82－1111

広告

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版）））））））））））））））））））））））））））））））））（生活情報版）
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報知っ得情報

宮城県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

こんな消費者トラブルあります！
　契約や取引に関するトラブルに巻き込まれないためには、

普段から心の準備が大切。そのためにも、悪質商法の手口を

知っておくことは重要です。

臓器提供に関する意思表示の記入について

　臓器移植に関する法律の改正に伴い、臓器医療への理解

を深めるため、全ての医療保険の被保険者証に臓器提供に

関する意思表示欄が設けられることになりました。

　宮城県後期高齢者医療広域連合では、「臓器提供意思表示

シ－ル」を作成しましたので意思表示を希望される方は、市

民課保険年金班（窓口⑤番）にシ－ルを設置しておりますの

で、受け取り、必要事項を記載して被保険者証の裏面に貼り

付けてご使用ください。

■臓器移植に関する質問・問い合わせ

　（社）日本臓器移植ネットワ－ク

　URL:http://www.jotnw.or.jp

　フリ－ダイヤル　0120-78-1069

　� 03-3502-2071

　  03-3502-2072 

■問　市民課保険年金班　�内線1129

高額介護合算療養費制度について

　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が高額になる場

合に、その負担を軽減する制度です。

　平成21年8月から平成22年7月までの1年間に支払った

自己負担額（下表の金額）が対象です。該当する方には、平成

23年1月から2月にお知らせを送付します。
　　　

●所得区分による自己負担限度額

■問　市民課保険年金班　�内線1129

解決のポイント

　具体的な対処方法は、発生したトラブルの内容や状況に

よって異なります。

　２つのケースとも、期間が過ぎているなどの理由でクー

リング・オフができませんでしたが、法律に基づき、契約を

取り消しすることができました。

　業者側に不適切な勧誘行為などがあった場合、「消費者契

約法」や「特定商取引に関する法律」の適用によって救済さ

れる可能性もあります。

　困ったとき、被害にあってしまったときは、あきらめない

で早めに相談することが大切です。

■問　市民課消費生活相談員　�内線1117

■相談日　毎週月・水・金曜　９時～15時

ケース1　～訪問販売～
　「消火器の無料点検に来ました」と突然男性が訪問してきた。「１本
あるからいらない」と断ったのに、勝手に家の中に入り消火器を取って
来て、「今あるのは古いから使えない、交換しないとダメだよ」と言って
きた。「家族に聞いてみないと分からない」と言ったのに、「火事になっ
たらどうする！」と脅され怖くなって現金を支払ってしまった。

ケース２　～電話勧誘二次被害～
　「以前購入した宝石の無料メンテナンスをします。購入時の会社が倒
産し、当社がメンテナンスを引き受けました」と男性から電話があった。
宝石を買わせられるのではないかと不審に思ったので断ったが、「あくま
でもメンテナンス担当なので絶対に買わせない」と言い張るので、それ
ならと思い会う約束をした。しかし、楽しく会話をした後、別室へ連れて行
かれ、新しい宝石を契約するまで何時間もねばられた。預けた宝石も返
してもらえず、困って仕方なく契約したが解約したい。

自己負担限度額＝後期高齢＋介護保険
（平成２１年８月～平成２２年７月までの
自己負担額の合計）

所得区分保険証の割合

６７万円現役並み
所 得 者

３割

５６万円一　　般

１割 ３１万円低所得Ⅱ

１９万円低所得Ⅰ
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平
成　

年
度
矢
本
中
央
幼

２３

稚
園
園
児
募
集

■
受
付
期
間　
　

月
９
日（
火
）〜

１１

　

日（
木
）　

９
時
〜　

時

１１

１８

■
持
参
す
る
も
の　

印
鑑（
ゴ
ム

印
不
可
）

■
問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班　

�
内
線
１
１
８
６

臨
時
保
育
士
募
集

■
資
格
・
対
象　

保
育
士
資
格
を

有
し
、心
身
と
も
に
健
康
で
児

童
保
育
に
意
欲
の
あ
る
方
で
、

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
。

■
勤
務
内
容　

児
童
の
保
育　

１

日
７
時
間　

分
勤
務（
早
出
等

４５

交
代
勤
務
あ
り
）。　

月
中
旬
か

１１

ら
勤
務
可
能
な
方
。

■
勤
務
先　

野
蒜
保
育
所

■
賃
金　

時
給
１
、０
０
０
円

■
募
集
人
員　

２
人

■
申
込
受
付　

履
歴
書（
自
筆
・
写

真
貼
付
・
保
育
士
証
の
写
し
添

付
）を
持
参
。後
日
面
接
有
り
。

■
問
・
申
し
込
み　

福
祉
課
子
育

て
支
援
班　

�
内
線
１
１
８
６

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

募
集
住
宅
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

配
布
さ
れ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
　

月
５
日（
金
）〜

１１

　

日（
金
）

１２
■
申
し
込
み　

専
用
の
申
込
用
紙

を
郵
送（　

月　

日
消
印
有
効
）

１１

１２

■
申
込
書
配
布
場
所　

建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
、各
市
町
村
の
県
営

住
宅
担
当
課
、各
地
方
振
興
事

務
所
、各
公
共
職
業
安
定
所
な

ど
で　

月
１
日
か
ら
配
布

１１

■
問　

県
住
宅
供
給
公
社

　

�　

－

　

－

０
０
１
４

０２２

２２４

　
　

時
間
電
話
サ
ー
ビ
ス

２４

　

�　

－

　

－

１
８
６
１

０２２

２１３

Ｕ
Ｒ
Ｌ:h

ttp
://w

w
w
.m
iy
a

g
i-jk
.o
r.jp

松島�

広告

　
　
　
 
募　

集

　
　
　

お
知
ら
せ

■
入
園
願
書
受
付
期
間　
　

月
１

１１

日（
月
）〜　

日（
月
）　

９
時　

１５

３０

分
〜　

時　

分

１６

３０

※
詳
し
い
内
容
は
、左
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
・
提
出
先　

矢
本
中
央
幼
稚

園　

�　

－

４
５
１
９

８２

保
育
所
入
所
児
童
募
集

　

平
成　

年
度
４
月
入
所
児
童
を

２３

募
集
し
ま
す
。児
童
同
伴
の
上
、受

付
期
間
中
に
希
望
す
る
保
育
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。両
親
が

共
働
き
で
あ
る
な
ど
、日
中
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
が
入
所

の
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

※
赤
井
北
・
大
塩
・
野
蒜
・
小
野
保
育
所

は
お
お
む
ね
生
後
６
ヶ
月
か
ら
、そ
の

他
の
保
育
所
は
満
１
歳
か
ら
入
所
可
。

　

ま
た
、障
害
児
保
育
は
、中
程
度
の
障

害
を
有
す
る
３
歳
以
上
の
集
団
保
育

が
可
能
な
児
童
を
対
象
に
、矢
本
西
・

大
曲
浜
・
牛
網
・
赤
井
南
・
野
蒜
保
育

所
で
行
い
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動 

　

月
９
日（
火
）〜　

月　

日（
月
）

１１

１１

１５

　

空
気
が
乾
燥
し
、火
災
の
起
こ

り
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
か
ら「
大
切
な
家
族
の
命
を

守
る
た
め
」、「
自
分
自
身
の
命
を

守
る
た
め
」、「
地
域
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
」に
一
人
ひ
と
り
が

火
の
用
心
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問　

矢
本
消
防
署　

�　

－

２

８２

１
４
７
／
矢
本
消
防
署
鳴
瀬
出

張
所　

�　

－

２
１
１
９

８８

第　

回
い
き
い
き
健
康
講
座

９４
■
テ
ー
マ　

「
老
化
予
防
の
た
め

の
生
活
習
慣
病
の
見
直
し
」

■
日
時　
　

月　

日（
金
）

１１

１９

　
　

時　

分
〜

１８

３０

■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師　
 
宮  
内   
克  
己 
氏
（
順
天
堂
大

み
や 
う
ち 

か
つ 

み

学
医
学
部
循
環
器
内
科
先
任
准
教
授
）

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

医
療
法
人
医
徳
会
真
壁

病
院

■
問　

真
壁
病
院
�　

－

７
１
１
１

８２

高
齢
者
運
動
教
室
開
催

　

よ
り
元
気
に
な
り
た
い
方
や
体

力
を
付
け
た
い
方
、み
ん
な
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　
　

歳
以
上
の
方
で
要
介

６５

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、運

動
が
可
能
な
方　

※
参
加
費
無

料
■
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２３

１２

（
水
）〜
３
月　

日（
水
）　

計　

１６

１０

回　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１４

３０

■
会
場　

市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
ぷ
と

■
定
員　
　

名
程
度（
応
募
人
数

２５

が
定
員
超
過
の
場
合
は
初
め
て

の
方
優
先
）

■
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
、体
力
測
定
他（
ス
タ
ジ
オ
の
み
）

■
申
し
込
み　

希
望
さ
れ
る
方
は

　

月　

日（
金
）ま
で
電
話
に
て

１１

２６

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
内
線
１
１
９
５

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
請
求
受
付

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、　

月　

日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま

１０

２５

し
た
。対
象
の
方
へ
請
求
書
類
を
発

送
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
届
い
て
い
な

い
方
は
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

募　集
園児数

年　　　齢

70人

４歳児
平成18年4月2日～
平成19年4月1日
生まれ

若干名

５歳児
平成17年4月2日～
平成18年4月1日
生まれ
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■問い合わせ　東松島市役所　�82－1111

■
対
象　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平

成　

年
６
月

日
に
日
本
国
籍

２２

１６

を
有
す
る
ご
存
命
の
方

■
請
求
受
付
期
間　

平
成　

年　
２２

１０

月　

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２５

２４

３１

■
問　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金　

事
業
部
特
別

給
付
金
担
当　

�
０
５
７
０－

　

－

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０５９

２０４

平
成　

年
版
農
業
日
誌
販
売

２３

　

農
業
日
誌
な
ど
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

購
入
希
望
の
方
は
、　

月　

日（
月
）

１１

２２

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
農
業
日
誌（
Ｂ
６
版　

予
約
特

価
１
、４
０
０
円
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌（
Ｂ
６
版　

予
約
特
価
１
、４
０
０
円
）

○
新
農
家
暦（
Ａ
５
版　

予
約
特

価　

円
）

４７０

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　

�
内
線
１
２
３
３

石
巻
支
援
学
校
後
期
学
校

見
学
会

■
日
時　
　

月　

日（
木
）

１１

１１

　

９
時　

分
〜　

時　

分

４０

１１

５５

■
会
場　

県
立
石
巻
支
援
学
校

■
申
し
込
み　

住
所
、氏
名
、所
属

を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み
。電
話
で
も
受
付
可

■
締
め
切
り　

月
２
日（
火
）ま
で

１１

■
問
・
申
し
込
み　

県
立
石
巻
支

援
学
校　

�　

－

０
２
０
２　

９４

 
　

－

０
２
０
６

９４

難
病
患
者
と
県
民
に
よ
る

医
療
講
演
会
・
研
修
会

〜
小
児
慢
性
特
定
疾
患
を
理
解
す
る
〜

■
日
時　
　

月　

日（
水
）　

１１

１７

　
　

時
〜　

時

１３

１６

■
会
場　

大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

医
療
講
演「
難
病
の
子

ど
も
に
向
き
合
う
に
は
」、相
談

会
・
質
問
・
交
流
会

■
申
込
締
め
切
り　
　

月　

日（
金
）

１１

１２

■
問
・
申
込
先　

宮
城
県
難
病
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�　

－
　

－

３
３
５
１　

０２２

２１２

　
 
　

－
　

－

１
７
８
１

０２２

２１１

「
税
を
考
え
る
週
間
」行
事

－

　

月　

日（
木
）〜　

日（
水
）－

１１

１１

１７

＜

納
税
表
彰
式＞

■
日
時　
　

月　

日（
木
）　

時
〜

１１

１１

１１

■
会
場　

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
問　

石
巻
税
務
署
管
理
運
営
部

門　

�　

－

４
１
５
１

２２

＜

税
を
考
え
る
週
間
イ
ベ
ン
ト＞

■
開
催
日　
　

月　

日（
土
）

１１

１３

※
税
に
関
す
る
紙
芝
居
、税
金
ク
イ

ズ
、身
近
な
税
の
相
談
室
、税
に
関
す

る
習
字
等
の
展
示
な
ど
開
催
予
定
。

■
場
所　

石
巻
市
役
所　

６
階
市

民
ホ
ー
ル
な
ど

■
問　

石
巻
法
人
会

　

�　

－

６
７
０
４

９３

相
続
・
贈
与
等
に
係
る
生
命（
損

害
）保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金
の

税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　

相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た

生
命（
損
害
）保
険
契
約
に
係
る
年

金
の
所
得
税
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ

ま
す
。こ
の
変
更
に
よ
り
、所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
署
ま
で

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

TEL 87－3818Ｒ�
SPEEDY車検�

SPEEDY30分車検�SPEEDY30分車検�
TEL 87－3818

各社新車、中古車販売�

FAX 87－3817
〒981－0303 東松島市小野字中央2－2

ファブリカ�

��

板 金 ・ 塗 装�

東松島小野店�

広告

△14：00～17：00　URL:http://www.yamoto-seikotsuin.com/
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広告

11月９日は｢119番の日｣です
　119番は、住民と消防を結ぶホットラインです｡い
たずらや病院の問い合わせには絶対使わないでくだ
さい｡あなたが通報する場面に遭遇した場合は、
119番の受付員が、次の順にお尋ねしますので、落ち
着いて話してください｡
①火災･救急の別… ｢火災です｡｣または｢救急です｡｣
と、はっきりと教えてください｡
②場所…住所は、正確に教えてください｡場所が分か
らない場合は、大きな建物など目標となるものを教
えてください｡
③火災･救急の状況…火災や救急の状況を、正確に教
えてください｡状況を聞いている間に、消防隊や救急
隊が既に出動していますので、落ち着いて話してく
ださい｡
④通報者の氏名･電話番号…通報した方の名前と電
話番号を教えてください｡再度、問い合わせることが
あります｡
■問　石巻地区消防本部通信指令課　�95-1304
　消防テレホンサービス(火災･災害などの問合せ)
　�0180-992-911

上級救命講習会(一般公募)開催
■日時　11月21日(日)　８時30分～17時30分
■会場　石巻地区消防本部　２階大会議室
■定員　50人(再講習受講者含) 先着順
■申し込み　11月１日(月)～12日(金)まで、最寄り
の消防署、分署、出張所(再講習の方は申請時及び
受講日に修了証を持参してください)
■受講料　無料　　

患者等搬送乗務員基礎講習
■日時　12月８日(水)～10日(金)　９時～16時
■会場　石巻地区消防本部　２階大会議室
■申し込み　11月15日(月)～26日(金)まで
※講習受講申請書に必要事項を記入し、写真を２枚
添えて石巻地区消防本部まで提出｡
※写真は申請日の６カ月以内に撮影した縦４cm×
横３cmで裏面に氏名を記入したもの｡
■受講料　５，１００円(基礎講習テキスト代)　　

患者等搬送乗務員定期講習
■日時　12月３日(金)　９時～12時
■会場　石巻地区消防本部　２階大会議室
■申し込み　11月15日(月)～26日(金)まで
※講習受講申請書に必要事項を記入し、石巻地区消
防本部まで提出｡
■受講料　無料

■講習に関する問い合わせ
　石巻地区消防本部警防課　�95－７４３３
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【11月の各種特設相談】 相談者の秘密は厳守します。気軽に利用ください。

■問い合わせ　東松島市役所　�82－1111 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報知っ得情報

問合せ・申し込み先相　談　内　容会場日　　　時相　談　名

総務課総務班
　�内線1217

行政・民生・家庭・人権・消費生活・高齢者総
合・こころの相談を各相談員がお受けします。

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１１月１０日(水)　１０時～１５時各種行政相談

特

設

合

同

相

談

登記・地上デジタル放送・年金などの相談を各
関係機関の職員がお受けします。

１１月１０日(水)　１０時～１５時暮らしの困りごと相談

相続や贈与したときの税額、確定申告の方法
などの相談を税理士がお受けします。

１１月１０日(水)　１０時～１５時税理士相談

法的トラブル､130万円以上の多重債務など
の専門的な法律相談を弁護士がお受けします。

１１月１０日(水)　１０時～１５時
弁護士による無料法律相談
（要電話予約）

登記､相続､賃金未払い､借家トラブル､多重債
務、成年後見制度などの相談を司法書士がお
受けします。

１１月１０日(水)　９時１５分～１６時
司法書士相談
（要電話予約）

市民課窓口サービス班
　�内線1122

いじめ､暴力､隣近所とのもめ事､その他人権
に関する相談をお受けします。

１１月１２日(金)　１０時～１５時人 権 相 談

　
　
　

相　
　

談

人
権
相
談
所（
無
料
）開
設

　

毎
日
の
暮
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な
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■
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追
放
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言
葉
や
感
情
表
現
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身
に
つ
け
に
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手
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持
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推
測
し
た
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共
感
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集
団
の
ル
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手
に
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わ
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て
行
動
し
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ど
悩
み
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え
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の
先
生
な
ど

■
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時　
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日（
火
）

１１
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相
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日
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１
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間

前
ま
で（
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切
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み
や
ぎ
北
若
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テ
ー
シ
ョ
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は
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無
業
者

（
ニ
ー
ト
）の
就
労
・
自
立
に
関
し

て
石
巻
地
域
で
奇
数
月
に
出
前
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
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■
日
時　
　

月　

日（
木
）　
　

時

１１

１１

１０

〜　

時　

分

１６

３０

■
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宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

　
　

会
議
室

４０２

■
対
象
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若
者
無
業
者（
ニ
ー
ト
）

及
び
そ
の
保
護
者
等（
要
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）

■
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北
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テ
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シ
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ン
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２

２１

事業主のみなさん、労働保険の
加入手続きはお済ですか
11月は労働保険適用促進月間です

「一人でも雇ったら､入ろう｡労働保険。」

■問　ハローワーク石巻　�95-0158

　石巻労働基準監督署　　�22-3365

行政と暮らしの困りごと相談会 
（無料合同相談会）開催

　弁護士・司法書士による無料法律相談、

各種相談員による行政相談（行政・民生・

家庭・人権・消費生活問題・高齢者総合・こ

ころの健康相談）、関係機関による暮らし

の困りごと相談（登記・地上デジタル放

送・年金・税金など）の合同相談会を開催

します。

　弁護士による法律無料相談および司法

書士無料相談は、事前に電話予約が必要

です。

　また、高齢者の介護・成年後見に関する

相談（高齢者総合相談）やこころの健康相

談、地上デジタル放送に関する相談は予

約不要ですので、気軽に相談ください。

　秘密は厳守します。この相談会で一緒

に解決の道を探しませんか？

●日時　１１月１０日（水）　１０時～１５時

●会場　市コミュニティセンター

■問　総務課総務班　�内線１２１７
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※救急医療機関として、市内では、真壁病院�82－7111、仙石病院(泌尿器科、脳神経外科)�83－2111が24時間体制で救急患者の診療にあたっています。また、石巻圏域では、石巻
赤十字病院�21－7220、石巻市立病院�23－3200が、24時間体制で救急患者の診療にあたっています。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されるよう注意願います。

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍戸籍ののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどまど

（平成22年10月１日�

　　　 現在の住民基本台帳）�

男�

女�

計�

世帯数　15,044戸（20）�
　　　　（　）内は前月比�

人（－ 2）�

人（ 1）�

人（－ 1）�

21,141�

22,056�

43,197

市の人口�
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ご
ざ
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悔
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申
し
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お
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や
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す

ご
結
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お
め
で
と
う
ご
ざ
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ま
す

平
成　

年
９
月
届
け
出
分
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（
９
月
１
日
〜
９
月　

日
）

30

敬
称
略
・
希
望
者
の
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掲
載
し
て
い
ま
す

行
政
区　

氏　
　
　

名　
　

享
年

新
東
名
北　

伊
藤　
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岡
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せ
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照
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村
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秀  
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し
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い
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手
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小
野
寺 
幸  
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こ
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８２

大
島　
　

阿
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は
じ
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８１

貝
殻
塚
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米
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信  
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の
ぶ 

こ
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中
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浅
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浩  
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ぞ
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８５

南
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勝
又　
 
忠  
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ち
ゅ
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き
ち

７９

浜
須
賀　

千
葉　
 
春  
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は
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お

７４

裏
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小
松　
 
慶  
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け
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し

７９

立
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木
村　
 
時  
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と
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お

８３

御
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齋
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き
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７１
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八  
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こ
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つ
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９０

関
の
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香
川 
ひ ひ 
v さ 
し 　
 

　

し

８４

浜
市
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石
垣
あ
つ 
子  

　

こ

７５

南
一　
　

木
村　
 
兵  
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ひ
ょ
う 

ご

８４

平
岡　
　

千
葉　
 
節  
子  

　

せ
つ 

こ

８１

●
休
日
診
療
担
当
医
院
表
●

矢本地区／鳴瀬地区矢本地区／鳴瀬地区小　　　児　　　科
月　　日

電　　話薬　　局　　名電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名
84-2711和薬局84-1333ひかりサンテクリニック92-7651佐久間眼科小児科医院１１月３日（水）

83-8075ひまわり調剤薬局83-7070石垣クリニック93-9693おおば小児クリニック１１月７日（日）

83-5466たかぎ薬局赤井店82-6666伊東胃腸科内科
22-1714田中小児科医院１１月１４日（日）

86-1251／ なるせ薬局87-3853／ 鳴瀬中央医院
82-3943こぐま薬局83-2003かしわや内科クリニック23-3200石巻市立病院１１月２１日（日）

83-2121藤野整形外科95-4121中山こどもクリニック１１月２３日（火）

24-9730調剤薬局くりっぷ83-8830ししど内科クリニック
22-1152阿部こどもクリニック１１月２８日（日）

88-3610／ 松島グリーン薬局88-3737／ 佐幸内科

84-2323わたなべ整形外科76-4024ものうファミリークリニック１２月５日（日）
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市
報　

月
号　

頁
シ
ャ
ン
ソ

１０

３２

ン
化
粧
品
特
約
店
ラ
ピ
ス（
営
）

の
広
告
で
、誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

正　

○「
ス
ト
レ
ス
解
消
に
」

誤　

×「
ス
ト
レ
ス
改
称
に
」

　
　

月　

日（
日
）、合
併
５
周
年
記

１０

１７

念
式
典
と「
市
民
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、

そ
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。そ
の
模
様

は
、　

月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

１２

　

こ
の
５
年
間
は
、様
々
な
課
題
に
直

面
し
ま
し
た
が
、「
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」を
市
政
運
営
の
柱
と
し
ま
し

た
。次
の　

周
年
や
そ
の
後
の
未
来
の

１０

歴
史
に
、東
松
島
市
が「
小
さ
く
と
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
」と
刻
ま
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。
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らららららららららららららららら

編 
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室 
か 
ら

　
　

月
３
日（
日
）、野
蒜
小
学
校
校

１０
庭
で
開
か
れ
た
亀
岡
町
内
会
大
運
動

会
に
、大
沢
楽
隊（
石
巻
市
北
村
）が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

▲入場行進曲を演奏する大沢
楽隊の皆さん

ち
ょ
っ
と
見
て
今
月
の
一
枚

秋
空
の
運
動
会
に
響
く

大
沢
楽
隊
の
ジ
ン
タ
の
リ
ズ
ム

▲阿部市長より辞令交付を受ける
大沼雄吉副市長

大
沼
副
市
長
を
再
任

　
　

月
１
日（
金
）、 大  
沼  
雄  
吉 
氏

お
お 
ぬ
ま 
ゆ
う 
き
ち

１０
へ
副
市
長
選
任
辞
令
を
交
付
し
、

再
任
し
ま
し
た
。任
期
は
平
成　
２６

年
９
月　

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

３０



市報ひがしまつしま　11月号 34

秘書広報班メールアドレス　koho @ city.higashimatsushima.miyagi.jp 
東松島市ホームページ　http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp

東
松
島
市
役
所
〒
9
8
1
-0
5
0
3
宮
城
県
東
松
島
市
矢
本
字
上
河
戸
3
6
-1

�
0
2
2
5
-8
2
-1
1
1
1
F
A
X
0
2
2
5
-8
2
-8
1
4
3

発
行
：
東
松
島
市

編
集
：
総
務
課
秘
書
広
報
班

※市報掲載写真（JPGデータ）の提供を希望の方は、秘書広報班
（�内線1219）までご連絡ください。データでお渡しします。

環境にやさしい植物性大豆油�
インキで印刷しています。�

土 ～SAT～金 ～FRI～木 ～THU～水 ～WED～火 ～TUE～月 ～MON～日 ～SUN～

6 �5 �4 �3 �
文化の日

2 �1 �
地上デジタル放送
の準備は済んでい
ますか
　来年７月24日で
アナログ放送が終
了し､地上デジタル
放送に切り替わりま
す。
■問　総務省地デ
ジコールセンター
�0570-07-0101

■ひがしまつしま市
民文化祭〈歌謡の
部〉 市コ 18：30

■講演会「読む力は
生きる力」　
　市コ　13：40

■臨時休業日（市内
小･中学校）

■ちびっこクラブ
（中央幼）
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■図書館まつり
　�図 　10：00
■ひがしまつしま市
民文化祭〈舞踊の
部〉 市コ 10：00
■第８回東松島市バ
ドミントン大会

　市体

■市民課窓口延長
　～19：00
■納税推進課窓口延
長　～20：00

■市民参観日（矢本
一中学区小･中学
校）

■図書館休館日
■平成23年度入園
願書受付開始（中
央幼､市内私立幼）

13 �12 �11 10 987 �

■おはなし会　�図 
　15：00
■学習発表会（矢本
西小）

■おゆうぎ会（野蒜
保）

■大曲地区民まつり
　大曲市民センター
（～14日）　9：00

■無料人権相談
　市コ　10：00
■市民参観日（矢本
二中学区小･中学
校）

■ふるさと教室
　（野蒜･宮戸小～
12日）

■中学生に夢を与え
る講演会（市内中
学校2年）　市体

■宮城県芸術祭絵画
書道展東松島展
（～15日） 市コ　
　10：00

■合同法律相談（無
料法律･司法書士･人
権･行政･生活）
　市コ　10：00
■おはなし会　�図 
　15：00
■微助人講座Ⅰ
　市コ　19：00

■秋の火災予防運動
　（～11/15）
■納税推進課窓口延
長　～20：00

■なかよし音楽会
（市内小･中学校）
■平成23年度入所
申し込み（～１１日）
市内保育所
■２歳児教室（鳴瀬幼）

■図書館休館日
■小野小就学時健康
診断 小体 13：00

■第4回東松島カキ
まつり･第6回農業
まつり･東松島旬の
市　奥運　9：00

■ひがしまつしま市
民文化祭〈音楽の部〉
市コ　10：00
■矢本西地区セン
ター対抗バレー
ボール大会　市体

■第２回カレーまつり
あったかいホール
16：30

■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■機能訓練　�老 
　9：30

20 ��19 �18 17 �161514 �

■おはなし会　�図 
　15：00
■なかよし発表会
（中央幼､矢本東･
大塩保）

■赤井小就学時健康
診断　12：45

■ふるさと教室（矢
本西･大塩小～19
日）

■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　11：00､15：00
■ちびっこクラブ
（大曲幼）
■微助人講座Ⅱ
　市コ　19：00
■２歳児のつどい
（はなぶさ幼）

■市民課窓口延長
　～19：00
■納税推進課窓口延
長　～20：00

■ふるさと教室（赤
井･赤井南小～17
日）

■図書館休館日
■振替休業日（矢本
西小）

■小野地区ふるさと
愛あいまつり
小野市民センター
9：00

■赤井地区センター
対抗家庭バレー
ボール大会
　赤体

27 ��26 �2524 �23 
勤労感謝の日

2221 �

■おはなし会　�図 
　15：00
■おゆうぎ会（大曲
幼､小野保）

■なかよし発表会
（矢本西･大曲･赤
井南･赤井北･牛網
保）

■ひがしまつしま
　まちづくりフォー
ラムPartⅡ　市コ

　19：00

■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■納税推進課窓口延
長　～20：00

■おはなし会　�図 
　15：00
■心あったかイート
ころ運動発表会

　市コ　14：30

■図書館休館日■図書館休館日
■振替休業日（中央
幼）

■第８回大根狩り
　赤井上区　9：00
■ゆぷとまつり
　�ゆ 　10：00
■大曲地区センター
対抗バレーボール
大会　曲体

4 ��3 �2 12/1 �302928 �

■おはなし会　�図 
　15：00
■なかよし発表会
（大曲浜保）

■図書館休館日
　（整理日）

■臨時休園（大曲幼）
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　15：00

■納税推進課窓口延
長　～20：00

■図書館休館日
■振替休業日（大曲
幼）

■第５回ヤッくん
カップ争奪家庭バ
レーボール大会
　市体
■東松島吹奏楽団第
２回定期演奏会
　市コ　13：30

　　コ ミ セ ン　　
市コ …東松島市コミュニティセンター 82-6969

　　体 育 施 設　　
市体 …市民体育館 82-9030
赤体 …赤井地区体育館 82-6803
曲体 …大曲地区体育館 82-4255
塩体 …大塩地区体育館 82-7532
小体 …小野地区体育館 87-2067
矢運 …矢本運動公園 82-6804
鷹来 …鷹来の森運動公園　 　82-1101
奥運 …奥松島運動公園（バウンズ88含む） 88-4588
ゆ　 …健康増進センターゆぷと 84-3855

　　市 役 所 ほ か　　
役　 …市役所 82-1111
鳴総 …鳴瀬総合支所 87-3111
矢保 …矢本保健相談センター 82-1123
鳴保 …鳴瀬保健相談センター 87-3111
老　 …老人福祉センター 83-2851
矢子 …矢本子育て支援センター 84-2676
鳴子 …鳴瀬子育て支援センター 87-2338
図　 …東松島市図書館 82-1120
縄文 …奥松島縄文村歴史資料館 88-3927
蔵　 …蔵しっくパーク 84-1770

東松島市から東松島市から
飲酒運転を根絶しよう飲酒運転を根絶しよう��

Ａ …市民体育館�

Ｂ …バウンズ88�
　　　19～21時�

Ｃ …テニスコート�
      （矢本運動公園）�
　金：9～21時、日：9～18時�
�

体育施設一般開放日�

※日時を変更する場合が
あります。お問い合わ
せは、スポーツ振興班（市
体育館）�82-9030まで�

環境に配慮し再生紙
を使用しています

市報ひがしまつしま印刷費　１部21.1円（税込）

　　　　　　　　 お問い合わせはこちらへ 　　　　　　　　




